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SCHEDULE

※参加者・視聴者の方の個人情報は、本イベントの運営に必要な場合にのみ使用することを目的とし、本学にて適切に管理させていただきます。ご記入・
ご入力いただいた個人情報については、厳重に管理します。また、皆様の個人情報を同意なしに第三者に開示・提供することはありません。
※天候やその他の諸事情により、本イベントを中止させていただく場合がございます。予めご了承ください。

〈お問い合わせ先〉

E-Mail：summit@kait.jp 
神奈川工科大学 工大サミット事務局

⼯⼤サミットは、⼯業⽴国を⽀える⼈材育成に対する⼯科系⼤学としての使命と、ボーダレス化の進展する世の中で、イノベーションを創出し、
グローバルな環境で活躍できる⼈材育成を共通課題とし、各⼤学の⼈的・物的資源の情報共有と、相互の連携・協⼒による理⼯系⾼等教育の
更なる活性化を⽬指して、2017年3⽉に設⽴されました。

近年、⾼等学校と⼤学との接続における⼀⼈⼀⼈の能⼒を伸ばすための連携、すなわち「⾼⼤連携」の重要性が⾼まっています。その中で、
将来の産業を担う理⼯系⼈材の育成・輩出という観点に⽴つと、⼯業⾼等学校と⼯業・⼯科系⼤学とがより有機的・効果的に連携していくこと
が求められていくと考えられます。これらを踏まえ、今回の⼯⼤サミットでは、⼯業⾼校と⼯業・⼯科系⼤学の連携の在り⽅を探り、将来展望を
⾒出すことを主たる⽬的として開催いたします。学⽣、⼤学教職員、さらに⾼校教員・⽣徒などの多様なステークホルダーを交えた活発な交流
と意⾒交換を通して、⼯業⾼校ならびに⼯業・⼯科系⼤学が取り組むべき課題・挑戦について認識を共有し、社会に発信する場といたします。

⼯⼤サミット共通テーマ
「国際社会で活躍できる理⼯系イノベーション⼈材の育成」

第7回⼯⼤サミットテーマ
「⼯業⾼校と⼯業⼤学の未来」

⼯⼤サミットとは

過去の開催概要 スケジュール
第1回
開催日時
2017年6月24日（土） 
13:00〜17:00
開催場所
大阪工業大学 梅田キャンパス

第2回
開催日時
2018年10月27日（土） 
12:30〜16:20
開催場所
芝浦工業大学 豊洲キャンパス

第3回
開催日時
2019年11月30日（土） 
12:30〜17:30
開催場所
福岡工業大学

第4回
開催日時
2021年11月27日（土） 
13:00〜17:00
開催場所
広島工業大学

第5回
開催日時
2022年12月3日（土） 
12:30〜17:00
開催場所
愛知工業大学 八草キャンパス

第6回
開催日時
2023年11月25日（土） 
12:30〜17:00
開催場所
東北工業大学 八木山キャンパス

プレイベント   ー 学生交流イベントー

第7回 工大サミット

16:15～16:30 休憩（15分）

13:45～14:00 休憩（15分）

eスポーツ10:30～12:30 KAIT TOWN 棟

12:30～12:40 開会式
開会挨拶：神奈川工科大学 学長 小宮 一三
来賓挨拶：文部科学省 高等教育局 専門教育課
　　　　  科学・技術教育係長 澤田 和輝 様

K3 号館 5 階 3506 教室
〈LIVE 配信有〉

14:00～16:15 分科会
（テーマに分かれて事例発表・意見交換等を行います）

16:30～17:00 閉会式
文具女子博 表彰式／分科会総括／次期担当校挨拶／閉会挨拶

K3 号館 5 階 3506 教室
〈LIVE 配信有〉

12:00～12:30 受付開始（一般来場者）K3 号館 5 階ロビー

12:40～13:10 K3 号館 5 階 3506 教室
〈LIVE 配信有〉

基調講演
「全国の工業高等学校の現状と課題」

公益社団法人全国工業高等学校長協会 理事長 守屋 文俊 様

K3 号館 5 階 3506 教室
〈LIVE 配信有〉

テーマＡ：工業教育の未来
神奈川工科大学 工学部 金井 徳兼 教授ファシリテーター

K3号館 5階 3505教室 テーマＢ：工業教育の質保証
東北工業大学 大学企画室 小山内 幸広 室長ファシリテーター

13:10～13:45 K3 号館 5 階 3506 教室
〈LIVE 配信有〉

学長パネルディスカッション
「工業高校と工業大学の未来」

パネリスト
（大学名50音順）

● 愛知工業大学	 後藤 泰之	学長	 ● 大阪工業大学 井上　 晋	学長
● 神奈川工科大学	小宮 一三	学長	 ● 芝浦工業大学 山田　 純	学長
● 東北工業大学	 渡邉 浩文	学長	 ● 広島工業大学 長坂 康史	学長
● 福井工業大学	 掛下 知行	学長	 ● 福岡工業大学 村山 理一	学長
● 北海道科学大学	川上 　敬	学長

神奈川工科大学 齋藤 貴 副学長ファシリテーター
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会場案内図

図書館（KAIT HUG） 先進技術研究所

KAIT⼯房 KAIT広場

学⽣交流イベント
eスポーツ実施会場

KAIT TOWN 棟

エスカレータで5階までお上がりください受付・メイン会場K3 号館

正⾨

3506

3505WC
男子

多機能
WC

多機能
WC

WC
女子

ＥＶ
1
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2

自習
コーナー

3504 3503 3502 3501

3505 教室

■ 分科会B

3506 教室
■ 開会式

■ 基調講演

■ 学⻑パネル
　 ディスカッション
■ 分科会A

■ 閉会式

メイン会場

メイン会場

5階
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競 技

1
⼤乱闘スマッシュブラザーズSPECIAL

参加チーム

● 愛知⼯業⼤学
● ⼤阪⼯業⼤学
● 神奈川⼯科⼤学
● 芝浦⼯業⼤学
● 東北⼯業⼤学

● 広島⼯業⼤学
● 福井⼯業⼤学
● 福岡⼯業⼤学
● 北海道科学⼤学

競 技

2
Apex Legends

参加チーム
● 愛知⼯業⼤学
● ⼤阪⼯業⼤学
● 神奈川⼯科⼤学

● 東北⼯業⼤学
● 広島⼯業⼤学

●運営協⼒：神奈川⼯科⼤学公式eスポーツ部「KAIT e-Sports」

KAIT TOWN 棟のご紹介

神奈川⼯科⼤学と地域の“つながり”をキーコンセ
プトとするKAIT TOWNプロジェクトの具体的な施策
として設置された多⽬的ホールです。本学の教職員・
学⽣のみならず、近隣地域の⽅にも解放しており、プ
ログラミング教室などの実施、地域連携・貢献センター
を中⼼とした防災・⾼齢者ケアの推進などを進め、神
奈川⼯科⼤学を中⼼とした新たな街＜TOWN＞づくり
に取り組んでいきます。また、eスポーツ関連設備とし
て、トレーニングルーム(２室 )、配信室、チームルーム
が設けられており、eスポーツの実施や関連する教育・
研究の拠点としても活⽤されています。

学⽣交流イベント  eスポーツ

開催時間 10:30 〜 12:30

開催場所 KAIT TOWN 棟

※ KAIT（カイト）は、神奈川工科大学のコミュニケーションネームです。
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基調講演

「全国の工業高等学校の
現状と課題」
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「「全全国国のの工工業業高高等等学学校校のの現現状状とと課課題題」」

公益社団法人 全国工業高等学校長協会

（東京都立中野工科高等学校 統括校長）

理事長 守屋 文俊

第７回 工大サミット

１ 公益社団法人 全国工業高等学校長協会
（１）協会理念
工業を学ぶ高校生が、友と競い・夢を培い・技を極め・自らを高めるための
活動を支援し、社会で活躍する人材を育てる工業教育をサポートする。

（２）沿 革
〇大正９年３月15日 大阪において、工業教育（工業校長会）ときわめて深い関係
を持つ商工中心会が創設

〇大阪、近畿全域、更には６大都市（大阪・京都・神戸・名古屋・横浜・東京）に工業
学校長会の組織が作られ、大正14年全国実業教育会に発展
〇６大都市の工業学校を会員とする工業教育研究会は、教科書を編集、大正15年
には第１次を出版
〇活発化を図るため本拠を東京に移転
〇昭和５年 財団法人 工業教育振興会
〇昭和12年東京市麹町区飯田橋（現在地）の事務所へ移転
〇昭和時代の苦難を乗り越えたのち、昭和30年全国工業高等学校長協会を設立
〇昭和31年３月12日付 公益団体「社団法人 全国工業高等学校長協会」
〇平成24年４月１日付 「公益社団法人 全国工業高等学校長協会」
〇令和元年 創立１００周年

１ 公益社団法人 全国工業高等学校長協会
（３）検定試験・学力テスト

分科会
テーマB

学長パネル
ディスカッション基調講演

5

分科会
テーマA



１ 公益社団法人 全国工業高等学校長協会
（４）出版物
・検定参考書 ・検定問題集
・機関紙「工業教育」

（５）競技会・コンテスト
・高校生ものづくりコンテスト全国大会
旋盤作業、自動車整備、電気工事、
電子回路組立、化学分析、木工加工、
測量、溶接

・高校生ロボット相撲全国大会２０２４
・全国製図コンクール
・高校生技術・アイデアコンテスト全国大会
・ジャパンマイコンカーラリー２０２５全国大会

１ 公益社団法人 全国工業高等学校長協会
（６）ジュニアマイスター顕彰制度
取得した資格や合格した検定試験および各種競技・コンー
ル等での優秀な成績等をジュニアマイスター顕彰に係る区
分表（以後、「区分表」）から得点に換算し申請を行い、合計
得点に応じた認定を行う。
２０点以上かつ３０点未満を「ジュニアマイスターブロンズ」
３０点以上かつ４５点未満を「ジュニアマイスターシルバー」
４５点以上を「ジュニアマイスターゴールド」
例えば 計算技術検定３級（２点）

情報技術検定３級（２点）
基礎製図検定（２点）
３級技能士（１２点）
電気工事士２級（７点）
危険物取扱者乙種４類（４点）
工事担任者（デジタル系）第二級（７点） ３６点

２ 全国の工業高等学校の現状
全国の工業高校の学校数（令和５年度）

国国立立

（（全全日日制制））

公公立立 私私立立 合合計計
割割合合

全全日日制制 定定時時制制 全全定定併併置置 全全日日制制 定定時時制制 全全定定併併置置 全全日日制制 定定時時制制 全全定定併併置置

普普通通 1111 11,,996688  116688  224411  22,,337777  11,,225577  33  1155  11,,227755  33,,223366  117711  225566  33,,666633  5566..11%%

専専
門門
教教
育育
をを
主主
とと
すす
るる
学学
科科

農農業業 227744  1100  99  229933  33  33  227777  1100  99  229966  44..55%%

工工業業 11 332288  1155  8899  443322  8822  22  8844  441111  1155  9911  551177  77..99%%

商商業業 338833  2277  3333  444433  113344  33  22  113399  551177  3300  3355  558822  88..99%%

水水産産 4422  4422  4422  4422  00..66%%

家家庭庭 116611  99  117700  9911  33  9944  225522  1122  226644  44..00%%

看看護護 2299  2299  6644  22  11  6677  9933  22  11  9966  11..55%%

情情報報 2222  22  2244  33  33  2255  22  2277  00..44%%

福福祉祉 5599  5599  3377  3377  9966  9966  11..55%%

そそのの他他
※※ 11 444444  22  11  444477  111199  111199  556644  22  11  556677  88..77%%

総総合合学学科科 22 330099  3366  99  335544  2200  22  2222  333311  3388  99  337788  55..88%%

※「その他」の学科は、専門教育を主とする学科のうち「農業」～「福祉」に関する学科以外の学科（理数、体育、音楽、美術、外国語、国際高校など）の合計 66,,552288 

※一つの学校が２つ以上の学科を持つ場合、それぞれの学校について、重複して計上。

（出典）文部科学省「学校基本調査」

分科会
テーマB

学長パネル
ディスカッション基調講演
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２ 全国の工業高等学校の現状
工業高校の学校数と生徒数の推移

（出典）文部科学省「学校基本調査」

２ 全国の工業高等学校の現状
高等学校学科別生徒数・学校数

高等学校学科別生徒数・学校数（令和５年５月）

区分
生徒数
（人）

比率
（％）

当該学科を
置く学校数
（延べ数）

単独学科
学校数

合 計 22,,990099,,770033  66,,552288  33,,444488  
普 通 科 22,,114499,,779966  7733..99 33,,666633  22,,555566  

職
業
学
科
（専
門
高
校
）

小計 449977,,773399  1177..11 11,,992200  556633  
農業 6688,,666611  22..44 229966  112200  
工業 220033,,444499  77..00 551177  225544  
商業 116622,,443322  55..66 558822  115566  
水産 77,,111133  00..22 4422  2200  
家庭 3344,,111133  11..22 226644  55  
看護 1122,,442222  00..44 9966  66  
情報 22,,880022  00..11 2277  11  
福祉 66,,774477  00..22 9966  11  

その他専門学科 110044,,554422  33..66 556677  5500  
総合学科 115566,,888877  55..44 337788  227788  

※全日制・定時制のみの統計である（通信制は含まれない）。

※「当該学科を置く学校数」欄は、複数学科を置く学校について、それぞれの学科に計上した延べ数である。

※全国の全日制・定時制の高等学校のうち、職業教育を主とする学科を設置する高等学校は1,459校である。

※「その他の専門学科」には、理数、体育、音楽、美術、外国語、国際関係等の学科がある。

※総合学科とは普通教育及び専門教育を選択履修す旨として総合的に施す学科である。

（出典）文部科学省「令和５年度学校基本調査」

２ 全国の工業高等学校の現状
地区別工業科生徒の割合
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工業科生徒の割合（令和５年度）

※各地区全体の生徒数に対する工業科生徒の割合

（出典）文部科学省「令和５年度学校基本調査」

分科会
テーマB

学長パネル
ディスカッション基調講演
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分科会
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２ 全国の工業高等学校の現状
地区別工業科生徒男女別割合

0.00%

5.00%

10.00%

15.00%

20.00%

25.00%

北海道 東北 関東 北信越 東海 近畿 中国 四国 九州

工業科生徒の男女別割合（令和５年度）

男子生徒 女子生徒

※各地区全体の男女別生徒数に対する工業科生徒の割合
（出典）文部科学省「令和５年度学校基本調査」

２ 全国の工業高等学校の現状
小学科 男女別生徒数の割合

（出典）文部科学省「令和５年度学校基本調査」

２ 全国の工業高等学校の現状
普通科・工業科別就職率の推移
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２ 全国の工業高等学校の現状
普通科・工業科別大学等進学率の推移
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２ 全国の工業高等学校の現状
工業科生徒の就職内定率
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２ 全国の工業高等学校の現状
離職率（３年間で離職した生徒・学生の割合）の推移

大学卒業者、高等学校卒業者は厚生労働省の調査より
工業高校生卒業者は全国工業高等学校長協会の調査より
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３ 全国の工業高等学校の課題
今後の工業高校の在り方検討委員会

入入学学者者のの定定員員割割れれ、、教教員員不不足足等等のの課課題題ににつついい

てて共共有有しし、、魅魅力力ああるる学学校校づづくくりりをを目目指指すすたためめのの

検検討討をを行行うう。。（（令令和和４４年年かからら２２年年間間））

工業教育が目指す姿
人人材材育育成成
（１）日本の工業社会を支え発展させる人材の育成（２）よりよい社会を構築するための豊かな人間性の育成

（３）イノベーティブな人材育成（４）創造力の育成

変変化化へへのの対対応応
（１）時代の変化に応じて、生涯学び続けられる姿勢

（２）社会の変化に柔軟に対応した専門教育の展開のために、学科制度を変革

（３）中学生や保護者に理解される魅力的で多様な進路への対応

（４）工業高校として、普通科高校とは異なる先進的な情報教育の実施

（デジタル技術、 の推進、 技術等の活用）

連連携携
（１）共通の「目指す工業教育の姿」は難しく、各学校のもっている特色を生かすことが必要

（２）産業（企業）・大学・行政と連携し、各工業高校の特色を生かした教育を実践

（３）学校のビジョンを示し、様々な機会、媒体、パートナーを活用して、工業高校の魅力を発信

３ 全国の工業高等学校の課題
今後の工業高校の在り方検討委員会

４ 工業大学・工科大学への期待

大学への進学

１ 全国工業高等学校長協会推薦・特別推薦枠

（志が高く、大学進学を目指すものの、家庭の事情等により進学を断念

せざるを得ない者を救う。）

２ 工業高校の教員不足

教員の養成

３ 高等学校DX加速化推進事業（文部科学省）

大学等と連携したより高度な専門教科指導を実施

一層の工業高校との連携、接続の強化をお願いします
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学長パネルディスカッション

「工業高校と工業大学の未来」
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「工業高校と工業大学の未来」
２０２４年 第７回 工大サミット

（１）産・学・官のつながり
ものづくり王国・愛知

引用元：愛知県ホームページ「あいちの魅力（産業構造・事業環境）」
掲載日：2024年3月25日更新 https://www.pref.aichi.jp/soshiki/ricchitsusho/miryoku-kouzou.html

くるまのまち・豊田 ものづくり人材育成・愛知工業大学

2024.11.30

超スマート社会 持続可能な社会
（２）未来社会とのつながり

ロボット社会Society 5.0

引用元：内閣府「Society 5.0」 https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/index.html

写真素材確認中

①自動車分野（カーデザイン）

・自動車空力とタイヤ性能

「協定校との高大連携事業」
２０２４年 第７回 工大サミット

・高大連携連絡協議会開催（協定校：２８校）

・主に実験や実習を含めた講座開催
⇒高校生の適切な進路選択、興味関心を知る

・異分野を掛け合わせた講座（例：機械と情報など）
⇒学びの広がり、新たな興味分野の発掘

高校生が取り組んでいる研究分野と連携し、講義や実験・実習を通じて、課題解決を図る

（１）高大連携プログラム ～毎年開催～

（２）課題研究等の支援 ～令和６年度実績～

②ロケット分野（ハイブリッドロケット研究＆部品製作）

・ロケットの設計講義や
エンジンの燃焼試験など

・旋盤とボール盤を使った
ものづくり課題研究

2024.11.30

「愛知工業大学名電高等学校との高大連携事業」
２０２４年 第７回 工大サミット

①Meiden Labo in AIT
②プレMeiden Labo in AIT
③MeidenQuest+
④課題研究
⑤理系モチベーション講座
⑥理工系啓蒙プログラム
⑦先端科学技術入門
⑧生成ＡＩ特別授業・教員研修
⑨その他（ワークショップ入門講座、愛工大接続セミナー、愛工大専攻説明会、理科実験＜中高一貫＞）

（１）名電高大接続事業

（２）名電高大接続奨学生

【奨学生区分】

・学業奨学生（成績が優秀な者）

・一芸奨学生（一芸に特に秀でている者）

創造力と豊かな人間性を兼ね備え何事にも積極的に挑戦する人材を育成

【継続審査を実施】

・大学における学業成績

・一芸分野のプレゼンテーションなど

一一芸芸奨奨学学生生はは１１年年次次かからら
研研究究指指導導をを受受けけるる

2024.11.30
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リテラシー総合 情報収集⼒ 情報分析⼒ 課題発⾒⼒ 構想⼒ ⾔語処理能⼒ ⾮⾔語処理能⼒

リテラシー伸⻑率（1年次→3年次⽐較）

[専⾨⾼校特別推薦⼊試]⼊学者平均 それ以外の⼊学者平均

⼤阪⼯業⼤学『⼯業⾼校との連携における現状』

1.概要
・⼯業⾼校や、⼯業や情報に関するコースに在籍する⾼校3年⽣を対象とした⼊試制度
・出願資格に学習成績の状況（評定）や履修科⽬等の条件あり
・テストに加えて⾯接を⾏い、総合的に合格判定を⾏う
2. 志願者数
【2024年度】183名（志願者全体に対する構成⽐率 1.1％）

４. ⼊学⽣の特徴
本制度における⼊学者は汎⽤的能⼒リテラシーの伸⻑率が⾮常に⾼い

【➀「専⾨⾼校特別推薦⼊試」の実施】
➡⼯業系⾼校を対象とした⼊試特別枠を設定し、⼀定の成果が出ている。

３. ⼊学者数
【2024年度】94名（⼊学者全体に対する構成⽐率 5.2％）

※2020年度⼊学⽣実績

【➁「ＯＩＴ概論(⾼⼤連携科⽬)」の開講】
➡⼤学で実践的な学修を積み上げるための導⼊教育を提供。

1.趣旨
【対象者】本学と協定を締結している⼯業系⾼校等の３年⽣で、本学への進学を希望する⽣徒

(2024年度は計18校を対象に実施)
【⽬的】 本学の教育理念や教育研究分野について、⼊学以前から概要を理解することにより、⼊学後の

学修にスムーズに取り組み、持続可能な社会の構築に貢献できる職業⼈として成⻑する⼟台とする。

４. ⼊学者数の割合
2023年度受講者数 75名 のうち、2024年度⼊学者は46名。
受講者のうち、6割以上の学⽣が本学に⼊学。

(↓)教務部⻑による講義の様⼦

２.概要
本学が有する4学部17学科の教育研究内容を中⼼に、100分7回(計2⽇間)授業を実施する。
レポートによる成績評価で合格者には⼊学後1単位を認定する。

３.受講者数
2024年度受講者数︓70名
2013年度から開講し、2024年度までで合計753名が受講している。

1.取得できる免許状 ※所属学科によって異なる
中学校教諭⼀種免許状（数学・技術・理科） ／ ⾼等学校教諭⼀種免許状（数学・⼯業・理科・情報）

３.教員採⽤実績 ※学部卒業者
【2024年度採⽤】10名 [⼩学校]情報系1名 [中学校]数学1名・理科2名 [⾼等学校]理科2名・⼯業3名・情報1名

４. 京都市⽴京都⼯学院⾼等学校 プロジェクト⼯学科 まちづくり分野
研究部主任 ⼤下先⽣へのインタビュー （⼯学部都市デザイン⼯学科2004年度卒）

【➂「教職課程」の設置】
➡⼯業⼤学だからこそ、実験実習スキルの⾼い理系の実践⼒のある教員が養成できる。

2. 教員免許状取得状況 ※延べ件数
【2023年度】48名 [中学⼀種]数学8名・理科7名 [⾼校⼀種]数学6名・理科9名・⼯業13名・情報5名

⼯業に関する知識や技術はもちろん、様々な事柄に
ついて、他者と協⼒して成果を出すことの⼤切さを
学んだ。この経験が、教育現場において、協調性や
コミュニケーション能⼒などの⾮認知能⼒の指導・
育成に役⽴っている。

Q.本学の専⾨教育や教育課程で学んだことが
⾼校現場でどう活きているか︖

Q.⼯業⼤学が⼯業⾼校と連携することにより、理系
⼈材の育成にどのような好影響が⽣まれるか︖
様々な連携の形があると思うが、探究や課題解決型学習に
おいては、専⼼的な活動に必要なモチベーションの向上に
繋がる。また、⼤学による評価により活動を深めたり、⾃
分の将来の姿と重ね合わせたりすることで、キャリア教育
にも繋がる。
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工業高校と
神奈川工科大学による連携

学長 小宮 一三

第７回 工大サミット 工業高校と工業大学の未来

＜目次＞
工業高校との高大連携
神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会との連携
全国工業高等学校長協会との連携 学部生給付型奨学金制度（入学前予約型）の導入
工業高校の教員養成に注力

工業高校と神奈川工科大学による連携

工業高校の教員養成に注力
神奈川県内工業高校に
本学卒業生多数輩出

神奈川県内の工業高校に、機械科、
電気科、化学科を中心に、本学で学
びを活かした、「ものづくり教育」
に日々、取り組む卒業生を多数輩出
している。

全国工業高等学校長協会との連携

工業高校との高大連携 神奈川県内工業高校・大学連携推進協議会との連携
教育交流協定を締結（神奈川県・東京都・静岡県を紹介）

神奈川県内）磯子工業、小田原城北工業、神奈川工業、
神奈川総合産業、川崎工科、商工、平塚工科、
藤沢工科、向の岡工業、横須賀工業、川崎総合科学、
三浦学苑

東京都内）町田工科、六郷工科
静岡県内）沼津工業、吉原工業 ※高校名一部敬称略

神奈川県内工業系高校 校と県内４大学（神奈川工科、湘南工
科、東京工芸、関東学院）＋賛助会員（東海）による連携

●工業高校の生徒を対象とした進学セミナーの共同開催
●工業高校生徒発表会への審査員及び大学生の派遣 などを実施

この他にも、神奈川県高等学校教科研究会工業部会からの各種依
頼による大学教員の派遣なども積極的に行っている。

学部生給付型奨学金制度（入学前予約型）の導入
全国の工業高校にて優秀ながら経済的な理由等により大学進学を
断念せざるを得ない生徒を受け入れる体制構築を目指し、「全国
工業高等学校長協会」による推薦枠を 年 月入学生より導入。

主たる条件は、別に定める評定平均値基準を満たし、ジュニアマ
イスター顕彰制度でシルバー以上を取得し、 「全国工業高等学校
長協会」による推薦を受けること。

工業高校の教員養成に注力！

学生本位主義による「手厚い教育」の実践により、工業高校との連携を強化

神奈川県立向の岡工業高等学校
機械科 教諭

小島 りか子 さん
本学 工学部機械工学科 卒業生

「女性が旋盤をするのってかっこいい！」
その想いが発端で、工業高校 機械科の教諭に

機械工学を学ぼうと思った最初のきっかけは、工業高校生だった兄が出場した旋盤も
のづくり大会に女子が一人だけ参加しているのを見たことでした。「かっこいい！ 女
性が旋盤してもいいんだ」と気づき、工業高校に進学しました。今は、高校教諭になり、
母校の工業高校の機械科で教鞭をとっています。多くは実習で、材料試験、ＣＡＤ、プ
ログラミング、計測器の使い方などを教えています。気をつけているのは、生徒は一人
ひとり違うので、自分の価値観を押し付けないようにすること。人として尊重せずに
ルールになじませることはできないと思うからです。

大学時代、機械工学を基礎から応用までを学ぶほか、教職課程で教育の根本となる教
育学や心理学なども学べたので、多様な生徒への対応に気を配るよう努めることができ
ています。また、大学の教職教育センターによるきめ細かいサポートが教員採用試験の
合格に結びついたのだと思っています。

小島りか子 先生からの メッセージ
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工業高校出身者の
入学者数推移と推薦要件

1
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芝浦工業大学
学長 山田 純
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4.5

工業高校出身者の修学状況
ー 2年次終了時成績 ー

学科内順位
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離籍率 右軸  19.4%
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2

私の研究室にいた学生

• 本人曰く
｢ 年のときは数学など
ついていくのが大変だった｣

• 他の学生以上に勉強・研究
に励んでいた

• 英語は苦手
• 工作機械が使えた
化学薬品の管理なども
担ってくれた

3
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東北工業大学と工業高校
との連携

東北工業大学学長 渡邉 浩文

• 高大接続研究事業（連携講座：宮城県白石工業高校）
希望する高校生を対象に、大学教員が高校に出向いて
１年を通して 回の講義を開講
→本学入学後は単位認定

• アカデミック・インターンシップ（仙台工業高校）
夏季休業中の 週間、希望する高校生が本学に通学し、
様々な講義・実習・演習を受講（建築学部）

• その他（出前授業・進学説明会・等々）
• 各種コンペ・コンテスト

• 総合型選抜（ ）
「活動記録重視型」にて資格検定実績を評価

• 資格取得奨学金
高校在学中に資格取得に励んだ専門学科出身者対象
ジュニアマイスター「ゴールド／シルバー」に給付（ ）

• 高校教員養成 工業・情報・商業（毎年約 名免許取得）

• 宮城県教育委員会と連携協定 各種研修等

• 高校教員同窓会（高原会） 同窓会の職域支部として
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広島工業大学における高大連携

広島工業大学における高大連携 第７回工大サミット 神奈川工科大学

高等学校と大学の連携
工業高等学校との連携

ハイスクール採択高等学校との連携

広島工業大学

学部 学科（入学定員 人）
工学部
電子情報工学科
電気システム工学科
機械システム工学科
知能機械工学科
環境土木工学科
建築工学科

情報学部
情報工学科
情報コミュニケーション学科

環境学部
建築デザイン学科
地球環境学科

生命学部
生体医工学科
食品生命科学科

研究科 専攻（入学定員 人）
工学系研究科

：知的機能科学専攻
：電気電子工学専攻・機械システム工学専攻・建設工学専攻
情報システム科学専攻・環境学専攻・生命機能工学専攻

広島県広島市

建学の精神 教育は愛なり
教 育 方 針 常に神と共に歩み社会に奉仕する講義棟：三宅の森

工業高等学校との連携

広島工業大学における高大連携 第７回工大サミット 神奈川工科大学

〇高大連携協定の締結・連携事業の実施
・連携協定
・目的：教育分野における協力を通じ、相互の信頼関係を深め、

教育交流を促進すること
・内容：相互の教育等の質の向上に資するための交流事業

教育についての情報交換及び交流
教員、生徒及び学生の交流 など

・広島県立宮島工業高等学校など 校と協定締結

・連携事業例 大学教員や学生が協力
例１：宮島工業高等学校の探究学習の指導・講評
例２：福山工業高等学校など 校 人の生徒が参加する体験授業の実施

〇教育実習における連携 ← 教員養成への取り組み
・広島県立広島工業高等学校など 校で教育実習実施

宮島工業高校での探究学習成果発表会

体験授業 グループワーク

体験授業 ディスカッション後の発表

ハイスクール採択高等学校との連携

広島工業大学における高大連携 第７回工大サミット 神奈川工科大学

〇高等学校 加速化推進事業（ ハイスクール）での連携
・ ハイスクール採択校が希望する取り組み（イベント等）への支援
・広島工業大学 出張講義（情報工学等 分野、 講義）の提供
例：広島市立広島工業高等学校で出張講義「 で植物を守る」を実施

〇広島工業大学高等学校の 類型との連携
・未来を創るスキルを身につける次世代型の教育を展開
・ 年次授業科目「 探究Ⅰ」
・本学全学科から選出された教員と学生が高等学校に出向き、
正規授業科目の実施に協力・指導

・学科に関する課題を提供、創作活動や発表資料作成を指導
・生徒は完成した課題を発表し、大学教員が講評

⇨ 大学での学びに接続し、未来に新しい価値を創造する人材を育成

探究 創作活動

探究 ポスター発表

探究 大学教員の講評
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「工業系高校と工業大学」 福井県及び周辺地域を取り巻く現状

★

★

★

★

★

★

★

★

★
★

★

★
★

★

★ 工業系高校所在地（全国工業高等学校長協会 会員校）

★

石川県

岐阜県

滋賀県京都府

・本学における工業系高校出身の入学者
令和 年入学者 名（全入学者の ％）
令和 年入学者 名（全入学者の ％）

→入学者に占める割合に変化はないが、
県内および隣接府県における高校の
統廃合が進んでいる

【参考】福井県の高校生数 直近 年で ％の減

→企業の人材不足、学力の不安視等の理由から
高校卒業時に就職する高校生が増加

⇒「地域に選ばれる大学」である
工業系高校との関係を深化
支援体制の強化、資格獲得の推奨

福井県内には工業科を持つ高校が６校

★
★

100Km

「工業系高校と工業大学」 魅力ある“学び”、“研究”、“支援体制”

あわらキャンパス
パラボナアンテナ（口径 ｍ）

○担当教員（総合的な助言，面談指導）
・受講登録指導
・修学指導（授業出席など）
・学生生活の相談

○学習支援室（学習内容のサポート）
・学びの相談室（数学・物理・化学・専門科目）
・自学習室（個別指導室隣接 個人・グループで自学習）

○学修支援
・習熟度別クラス分け（英語・数学） 第二部・分科会
・アセスメントテスト（ ・ 年次） 「工業教育の質保証」で説明

○ （課題解決型学習）、地域の課題に沿った研究の参加
・工科系総合大学として各センターの研究取組に参画
・学生が取組む課題に対して、助言・フィールドワークの支援

研究センター間の連携

あわら宇宙センター
（ 設立）

福井工大の防災・減災・復興の取り組み「工業系高校と工業大学」 教職課程、高大接続・高大連携

大学
工学部 電気電子情報工学科

高等学校教諭一種免許状（工業）
工学部 機械工学科
工学部 建築土木工学科
工学部 原子力技術応用工学科
環境学部 環境食品応用化学科 高等学校教諭一種免許状（理科）
環境学部 デザイン学科 高等学校教諭一種免許状（工業）
経営情報学部 経営情報学科 高等学校教諭一種免許状（情報）
スポーツ健康科学部 スポーツ健康科学科 高等学校教諭一種免許状（保健体育）

大学院（工学研究科 博士前期課程）
応用理工学専攻 （電気・機械・化学系） 高等学校教諭専修免許状 工業
社会システム学専攻（建築・経営情報系） 高等学校教諭専修免許状 工業 （情報）

度
取得者 ○令和 年度（Ｒ 卒）実績

・教員免許状（高校）取得者 名
・教員就職者 名

教職支援室のスタッフによる支援
教員採用試験対策の指導
教育実習時の現地指導

【教職課程】

【高大接続・高大連携】
・ふくいプレカレッジ（未来協働 ふくい）

県内の大学が共同事業による高校生への「課題研究」への支援。
大学における学びに必要な主体性や意欲・探求する力を身に付け、
興味関心を喚起し、進学を明確にすることを目的に開催

・工業高校生を対象とする大学施設見学
大学のイメージと進学後のミスマッチを防ぐため、
学びの説明や模擬授業を体験してもらう企画
進学の意欲を向上させる

令和 年度実績 県内外の 工業高校 約 名
令和 年度実績 県内外の 工業高校 約 名
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For all the students～すべての学生生徒のために

第７回 工大サミット 工業高校と工業大学の未来

学生と生徒が共に学び成長する高大連携教育

福岡工業大学 学 長 村山 理一

For all the students～すべての学生生徒のために

高大連携教育① i-STEAM教育（取り組み紹介）
第7回 工大サミット「工業高校と工業大学の未来」

STEAM教育に「ｉ」を加えた教育活動を通じ、大学生と高校生が共に学び成長する活動を行っています。
i-STEAM教育とは

福岡工業大学 学長 村山 理一

information（情報）をSTEAM教育に加えたものです。「ｉ」は、学生が本学（PBL・卒研等）で修得した学術的情報（information）を基にして、中・高校
生と相互作用（interaction）しながら、独自のSTEAM教材を創造（innovation）するという意味も含んでいます。実施するのは選抜された大学生であり、
主体的に実施したり教える技術が向上したりすることになり、大学生の学修意欲向上や教育の付加価値向上に繋がります。さらに、地域で活動する
ことにより、社会貢献にも繋がっています。

・附属高校の電気科・電子情報科の生徒に対し、大学教員の指
導のもと、学生が1年間を通じ、全15回を主体的に実施してい
ます。

・この取り組みにより大学生は、自らの学びを行動プロセスであ
るPDCAサイクル（P（授業計画）・D（講義・実習）・C（授
業の振り返り）・A（成果発表））を通じて学びの質向上に努
めています。また、高校生は、大学生による専門性の高い講義
や大学でしか使用できない機材を活用することで、大学進学へ
の意義を見出します。

再生医療についての学習、ウサギの細胞を
用いた細胞培養など

成果発表の様子

高大連携課外授業の流れ

・大学と高校の教員指導のもと、教員を志す
大学生が主体となって工業科の「課題研
究」で授業を実施しています。

・大学生は、生徒に「教える」ことと、「学
習教材を開発する」ことを学びます。

・高校生は、課題の解決を図る学習を通じて、
専門的な知識と技術の深化・総合化を図
ります。

活動報告の様子課題研究の活動の様子

For all the students～すべての学生生徒のために

高大連携教育② 設置校ごとの成果
第7回 工大サミット「工業高校と工業大学の未来」

福岡工業大学 学長 村山 理一

＜大学の成果＞

※1 全国工業高等学校長協会 進路対策委員会報告（卒業者等に関する状況調査）令和5年10月より

＜高校の成果＞

１８/２０人
（大学進学者数/生徒数）

2022年度実績

進学率：９０％

国公立大学
11人

福岡工業大学
5人

私立大学
2人

その他
2人

全国平均37.2％ ※1

参加した生徒は、大学生との交流や大学施設を
使って課題に取り組む事で学ぶ意欲が向上し、多
くの生徒が大学進学を選択しています。

自身の学びや経験から生徒向けの学習教材を開発し、
明日の工業教育の発展に寄与しています。
また、自らも教育者となり、教職に従事します。
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工業高校と工業大学の未来

北海道科学大学
学長 川上 敬

第7回工大サミット

北北海海道道科科学学大大学学のの高高大大連連携携・・高高大大接接続続

連携協定校との高大連携教育

札幌市内２校と毎年連携授業を実施。
工学部の学びや研究に触れる。

高大一体教育「コンカレントプログラム」

系列高校３年後期に大学１年後期の授業を
先取り。修得単位は高大双方で認定。

指定校を中心に多くの進学者

過去５年の入学者全体の約７％が工業
高校出身者。
工学系学科に限ると約１２％を占める。

工業高校からの入学者数（ ～ 年度合計）

374名

工工学学分分野野のの発発展展にに向向けけたた取取りり組組みみ

高校教員養成

毎年複数名が工業高校の教員に採用。
過去５年で８校１３名。
科目等履修として実習担当教員も養成。

小中高生に工学の魅力を発信
「ひらめき☆ときめきサイエンス」

実験・体験講座を通じて、最先端の研究に触れる。
工学・科学のおもしろさを感じてもらう。

過去４カ年平均 １０講座

道立工業高校教員の
本学出身者数

（担当教科 工業・情報）

93名

237名
令和6年度 ※本学調べ

（昼間制・期限付、再任用除く）

約４割
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テーマＡ

分科会

工業教育の未来

21



未来を見据えた工業教育
〜私の高校から大学への学びと成長〜

愛知工業大学 情報科学部 情報科学科 2年
(愛知工業大学 名電高等学校 情報科学科 出身)

冨岡千遥

第7回 工大サミット テーマA  ：「工業教育の未来」

大学の紹介と学びの内容
○愛知工業大学
・工学部、情報科学部、経営学部の 学部

○メディア情報専攻
・ 、映像制作、 デザインの習得
・最新設備を活用した実践的な学び

名電高校

高校の紹介と進学理由
○愛知工業大学名電高等学校
・普通科と専門学科（科学技術科、情報科学科）
・ロボットコンテストなどの行事や部活動が充実

○高校への進学理由
・メカニカルアーツ部への入部希望
・ ・パソコンへの興味

○大学への進学理由
・高大７ヵ年教育
・高校での学びをさらに深めたい普通科 科学技術科 情報科学科

特
進
・
選
抜
コ
｜
ス

普
通
コ
｜
ス

ス
ポ
｜
ツ
コ
｜
ス

電
気
電
子
分
野

機
械
分
野

化
学
分
野

建
設
分
野

コ
ン
ピ
ュ
｜
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
分
野

コ
ン
ピ
ュ
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タ
シ
ス
テ
ム
分
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名電高校

情報科学科

コ
ン
ピ
ュ
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タ
グ
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フ
ィ
ッ
ク
分
野
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工業高校での学びと課外活動
○学び
・プログラミング、 スキルの習得
・防災活動やロボット大会出場などの課外活動
・資格取得（ 以上）

⇧デザインの授業で制作 ⇧ピクトグラムの授業で制作⇧

⇧ポスターデザインの授業で制作

ロボカップジュニア全国大会の様子⇧

⇧防災活動の一環としてラジオに出演

WRO(World Robot Olympiad)大会の様子⇧

⇧校内ロボットコンテストの様子

大学での学びへの活用
○高校での学びが役立ったこと
・高校での基礎知識とスキルが大学の専門学習にスムーズに活用
・プログラミングや 基礎を学んでいたことで、大学の専門授業にすぐ順応

⇧コンピュータリテラシの授業で制作⇧

⇧マルチメディアの授業で制作

⇧デッサンの授業で制作

⇧CGプログラミングの授業で制作

⇧「CGコンテンツ基礎」の授業で制作

将来の展望とキャリアの模索

・多くの分野に興味を持ち、まだ模索中

・様々な分野に触れて最適な道を見つけたい

・技術の進展や社会の変化に対応できる柔軟な人材を目指す
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工業高校から工業大学への学びについて

工学研究科 電気電子・機械工学専攻
博士前期課程 2年

竹内 駿

第7回 工大サミット 2024.11.30
神奈川工科大学

大阪工業大学について
所属: 工学研究科 電気電子・機械工学専攻

博士前期課程2年
(学部: 工学部 機械工学科)

研究内容: 電気磁気高分子複合材料に関する研究

応用例
磁気センサ, 環境発電, 

体外から給電可能な
医療用デバイスなど

目標: 数値解析による世界一高性能な材料の開発

学生フォーミュラ

人力飛行機 ロボット

ソーラーカー

• フレームからすべて設計, 製作
• スキッドパッド(旋回性能) 日本5位

• カーボンモノコックから設計, 製作
• 白浜ECO-CAR CHALLENGE

クラス3位, 総合4位

• 1枚ブレードプロペラ
• 人力プロペラ機部門5位(7761.80m)

• レスキューロボットコンテスト
消防庁官賞 受賞

課外活動: 学生フォーミュラプロジェクト
O.I.T. Racing Team Regalia

学生フォーミュラとは…..
学生のみで構想, 設計, 製作した車両により, 

モノづくりの総合力を競い, 自動車技術ならびに
産業の発展・振興に資する人材を育成する目的で
行われる. 

• 次世代の技術者の育成
• 協賛企業にとっては人材発掘の場

→リクルートに直結

都島工業高等学校について
大阪府立都島工業高等学校
(2022年度に大阪府に移管, 以前は市立高校)

• 機械, 機械電気, 建築, 都市工学, 電気電子, 理数工学の6学科
• 大阪府内の工業高校としては最も古く, 同窓会組織との繋がりも深い

(一般社団法人浪速工業会)
• 卒業生の約40~50%が大学に進学する
• 110年以上にわたる卒業生の活躍により, 就職率はほぼ100%

(指定校求人倍率6~8)

大阪工業大学への進学理由
学生フォーミュラに参戦するにあたり以下の点に魅力を感じたから

• モノづくりに興味がある学生が多い
• 活動場所, 資金など支援が手厚い
• 5軸加工機やレーザー加工機, 大型の3Dプリンタなど様々

な工作機械が設置されている

• 2010年 大阪工業大学と高大連携に関する協定書を締結
産業界の発展に貢献できる人材の育成を目指す

• 2013年 スーパーサイエンスハイスクール(SSH)指定
(工業高校としては初)

モノラボ ANNEX

ものづくりセンター
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都島工業高等学校での学び
生産コース

制御コース

工業系列

英数系列

機械科

大学受験に向けて数学や英語などの一般的な科目とともに
機械加工や設計, 製図などの専門科目も学んだ

・・・主に機械加工など生産に関して学ぶ

・・・主に機械の制御に関して学ぶ

・・・就職を目指す

・・・進学を目指す

Vプーリの図面 フライス実習の様子

専門科目
• 実習(フライス, 旋盤, 鋳造など)

• 情報
• 設計, 製図(手書き, 2DCAD, 3DCAD)

• 課題研究 etc. 

大学で役立った高校での学び
1,2年次

四力(熱力学, 流体力学, 材料力学, 機械力学)

数学, 英語, 物理など
3年次

課題解決型学習(PBL)

ポケバイ用2stエンジンの設計, 製作, 試運転

4年次
卒業研究
(電気磁気複合材料のマルチスケール最適設計)

専門科目については高校時代に基礎を学んでいたため
スムーズに学習することができた.  

PBLで設計, 製作したエンジン部品, 車体

課外活動: 学生フォーミュラプロジェクト
O.I.T. Racing Team Regalia

2019.09~2021.10 パワートレイン統括, 
2020.06~2021.10 チーム代表

• パワートレイン 諸元設計
– エンジン選定
– 吸気系 設計, 製作
– スロットル 選定
– エンジン 制御

• Research & Development
– エンジン 諸元設計
– スロットル 設計
– カム 設計

• 設計を行う際, 工作機械の使用方法などをすでに
学んでいたため加工不可能な設計などを行うことが
少なかった

• エンジンの内部構造をある程度理解していたため, 

設計時や故障箇所の特定を行う際などに役立った

将来の夢

就職先: 本田技研工業株式会社

将来の夢: レース車両の設計, 

コンストラクターズタイトル
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変化の道程
神奈川工科大学大学院 工学研究科

電気電子工学専攻 博士前期課程２年

中山 鴻志

静岡県立沼津工業高等学校 卒業 （ 年 月）

神奈川工科大学 創造工学部 ホームエレクトロニクス開発学科 卒業 （ 年 月）

工大サミット 分科会Ａ 「工学教育の未来」

１ ６

神奈川工科大学での学び
•ホームエレクトロニクス開発学科（現 電気電子情報工学科）を
卒業し、大学院工学研究科電気電子工学専攻博士前期課程へ進学

•電気の基礎分野を身近な例（家電）に結び付けながら
体験的かつ実践的に学習
大学院ではさらなる活用の基礎・応用を学習

•静電容量の変化を活用した
コンデンサ埃センサ、およびその特性を研究

•高大連携活動、小学校への教育活動・教材研究など

２ ６

高校卒業、神奈川工科大学への進学

•静岡県立沼津工業高等学校
機械科・建築科・電気科・
電子ロボット科・都市開発環境工学科
現在では、めずらしい「くくり募集」方式

•社会科見学や理科の授業に関心を持ち、「普通科だけでなく
新しいことをしたい！」と感じるようになり、工業高校へ入学

•部活動でのロボット活動、課題研究などから
神奈川工科大学と関わり、他進路も考えながら大学進学へ一本化

３ ６
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高校時代の学び

•高校では電子科（現 電子ロボット科）に所属
どちらかというと「就職」に向け実習が豊富な学習
回路製作、信号解析、C言語、通信など…

•ただ技術を知るだけでなく、複雑さから
大切さ、今後の発展まで
様々なことを考えられた

•課題研究でLabVIEWとmyRIOに触れ、
画像処理を実践

４ ６

高校時代の学びが大学で…

•高校でLabVIEWやmyRIOの課題研究

大学での授業、先輩や自身の課外活動協力などに役立った
（若年者ものづくり競技大会など）

•大学入学後、教員志望に変化 高校で実践的な学習を
体験し、「この分野、面白い！」と感じられた部分も大きい

５ ６

私の未来

•静岡県教員採用試験 工業（電気電子通信）に合格し、
来年度から教員として工業高校に勤務予定

•高校時代に体験したことを教員として実践
電気や化学といった工業分野を、「覚えなければならない」
ではなく「興味や関心をひき立たせる」学びへ

•発想力豊かな未来のエンジニアを育てていきたい

６ ６

27

分科会
テーマB

学長パネル
ディスカッション基調講演

分科会
テーマA



Multiscale Solid Mechanics Laboratory 2

➢ 卒業高校

静岡県立浜松工業高校理数工学科

➢ 高校紹介

SSH指定校・・・先進的な理数教育を実施し，創造性，独創性を高める指導方法，教材
の開発，取り組みを実施

➢ 理数工学科

体験，分析，創造のスパイラル学習がエンジニアの基礎を作り出すという理念

➢ 工業高校への進学理由

⚫ ものづくりへの興味

⚫ 普通科高校ではできないような技術への興味

➢ 工業大学への進学理由

⚫ 専門知識の深化

⚫ キャリア選択肢の拡大

卒業した工業高校紹介と進学理由および所属大学への進学理由

Multiscale Solid Mechanics Laboratory 1

➢ 芝浦工業大学の建学の精神
「社会に学び、社会に貢献する技術者の育成」

➢ 学部構成
工学部，システム理工学部，建築学部，デザイン工学部

➢ 工学部 材料工学科 マルチスケール固体力学研究室
➢ 半導体デバイスから大型構造物まで複雑な構造体の破壊予測を行う独自のコンピュータ
シミュレーション手法の開発

所属大学の紹介および自分が学んでいる内容紹介

➢ 研究内容：「組織粗大化効果を組み込んだクリープ構成式を用いたディスクリート電力デバイス
の熱疲労寿命予測」

Multiscale Solid Mechanics Laboratory 0

工業高校での経験が導く大学での成長

芝浦工業大学工学部材料工学科 田部良芽
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Multiscale Solid Mechanics Laboratory 5

将来の夢

➢ 大学院への進学

⚫ 現在行っている研究をより深めて計算力学や破壊力学に関するより高度で専門的な
知識を獲得し，よりリアルなシミュレーションを行う

➢ 研究や開発職

⚫ 有限要素法シミュレーション、破壊力学などの自分の研究で身についた専門知識や
スキルを活かせるような職に就き，自分が携わったものが世の中の役に立つような
仕事をする

計算力学や破壊力学を駆使し，破壊しない半導体を設計することで故障や事故，誤作動の
起きないEVを工学の分野から支え，交通事故のない世界にしたい

Multiscale Solid Mechanics Laboratory 4

所属する大学の学びで役立ったこと

➢ 工業に関する実習

⚫ 大学の授業で学ぶ理論的な内容を、実践的な経験を通じて理解し、自らの学びに繋げる

⚫ 実習で得たスキルや知識を活用して授業内の課題を解決する手助けとなる

➢ 台湾での校外学習および課題研究

⚫ 経験、分析、創造のスパイラル学習により問題を発見し、解決する力を身に着ける

⚫ 大学で求められる論理的思考などに対して対応できる

⚫ 言語，文化の違う人との交流によりグローバルな視点が芽生える

これらの経験を通して、大学の授業や課題に対する視点が広がり、より実践的で効果的に学習
に取り組むことができた

Multiscale Solid Mechanics Laboratory 3

➢ 台湾への校外学習

⚫ 姉妹校の学生との交流

⚫ 海外工場の見学

⚫ 研究成果の発表

➢ 他学科に関する実習

⚫ 機械科、システム科学科、建築科、デザイン科など

⚫ 様々な道具の使い方や知識、試験に関する実習

➢ 課題研究

⚫ 炎色反応を用いたカラフルな蝋燭の作製

自分が高校時代に学んだこと
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高校生が創る未来、大学生が繋ぐ未来

≪建築学部建築学科≫
５分野によるバランスの取れたカリキュラム
構成で建築の基礎を修得。
演習や実験を通して実務に直結する技術や感
性を磨く。
≪新井信幸研究室≫
シェアハウスなどの計画・運営 空き家活用
とリノベーション 孤立を防ぐコミュニティ

≪工学部電気電子工学科≫
ロボット、電力、医療など
身近なところで使われている
電気電子工学の応用技術を学ぶ。
≪田河育也研究室≫

デバイス読み取りヘッドの
材料研究

卒卒業業高高校校おおよよびび進進学学理理由由

• 高校入学の時から大学で専門的なことを学びたいと考えていた。
高校の学びを大学でより深く学びたいと思ったから。

• 岩手には建築を学ぶことができる大学が無いに等しい。
建築の５つの分野をより幅広く学べると考えた。
仙台という土地が盛岡からアクセスしやすい。

≪卒業高校≫
・岩手県立盛岡工業高等学校
・宮城県工業高等学校
≪進学理由および現大学に決めた理由≫
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工工業業高高校校時時代代
学学んんだだこことと

≪社会人基礎力≫
工業高校特有の実習や部活動などを通して
コミュニケーション能力が身についた。

≪資格勉強への取り組み方≫
高校ではジュニアマイスター制度があるか
らこそ、資格勉強への力の入れ方が強かっ
た。継続的に続けること、実物でイメージ
することなど勉強の仕方としても将来につ
ながる基礎がついた。

3

大大学学のの学学びびでで役役立立っったたこことと
≪高校よりも実践的な授業≫
大学では基礎を身につけるとともに実践的な勉強も行われる。
大学の充実した設備のおかげで専門知識を深めることができた。

高校で専門科目を学んでいると
イメージがしやすい

『お客様の住宅づくりが充実し
笑顔となる手助けを沢山の方に行う』

『地域に寄り添い
安定した電力供給に努めたい』

≪卒業後の進路≫

≪将来成し遂げたい目標≫
・住宅メーカーの営業に就職 ・電力業界に就職

高校、大学で学んだ知識などを活かし、
自分が携わったもので笑顔になってくださる方々を増やしていきたい。

最大限に学んだ知識を発揮し、目標を叶えていきたい。
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第 回工大サミット＠神奈川工科大学

高高校校でで建建築築技技術術をを学学ぶぶここととのの大大切切ささ
広島工業大学 環境学部 建築デザイン学科

川崎 悠大

広島工業大学・建築デザイン学科について

今現在学んでいる事
ゼミでは旧軍遺産を対象に建築構法と歴史の複合分野について
学んでいる。卒業研究では江田島市に現存する旧軍施設の歴史
的価値を明らかにすることを目的に研究に取り組んでいる。

広島工業大学
３学部（工学部・情報学部・環境学部） 学科体制

建築デザイン学科
やデジタルデザインなど建築情報技術に関する学びが特徴で，

建築設計やインテリア，木工など居住環境に関わる幅広い分野を
学ぶことのできる学科

広島市立広島工業高等学校について

工業高校への進学理由
入学前から建築に興味があり，その中でも 等の建築情報技術を用いた製図方法に興味があった
ため，いち早く専門技術・知識を身に着けたいと考え，工業高校に入学した。
大学への進学理由
建築に関するより専門的な部分をさらに深く学びたいと思い，大学への進学を決めた。国公立大学への
進学も視野に入れていたが，担任から勧められて広島工業大学を選んだ。

広島市立広島工業高等学校（市工）の紹介
自動車科，機械科，建築科，情報電子科，環境設備科，電気科の
学科があり，各学科 名定員で 学年 名が在学している。
建築科
建築の基礎として建築士試験にも活用できる知識も身につける
ことができる。
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広島市立広島工業高等学校で学んだこと

課題研究
「営繕班」「ものづくり班」「情報班」「材料実験班」などに分かれて活動
在校時は「情報班」に所属し， などのソフトや プリンターを用いてリウマチの方で
もレクリエーションの際に楽しめる玩具を製作し，広島市内のデイサービス施設に寄贈

大学の学びで役立ったこと

高校の学びが大学で役に立った事
などの情報技術の基礎を，高校時代に身につけていたことによって，大学でデジタルソフトを扱

う際に，普通科を卒業した生徒よりも飲み込みが早いと感じました。また情報技術に限らず，建築計
画，建築法規などの建築に関する知識も大学での学びで，大きな手助けとなった。

将来の夢・目標

将来の夢
大学院修了後は構造設計職に就きたい

将来の目標
駅ビル開発などの大規模な構造設計に関わりたい
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大学での学びと将来について
福井工業大学工学部原子力技術応用工学科

年上田拓実

福井工業大学工学部原子力技術応用工学科

学ぶ内容
原子力工学 放射線応用工学
・原子力プラント工学
・原子力安全学
・原子核反応学
・核燃料工学

・放射線物理
・放射線測定学
・放射線管理学
・放射線生物学

特徴 ・平成 （ ）年 月設置
・全国で つしかない原子力の名がつく学科
・１学年の定員は 名
・専任教員は 名

福井県福井市学園
創立 昭和 （ ）年 月

福井工業大学
・４学部８学科
・学生数 名
・専任教員 名

出身高校

京都府立峰山高校産業工学科機械系統（現機械創造科）
（京都府京丹後市峰山町）
出身有名人：野村克也

高校への進学理由
・モノづくりに興味があったから
・進学及び就職への対応がしっか
りしてくれると感じたから

大学への進学理由
・機械とは違う分野を学びたいと
思ったから
・全国的に珍しい学科であるため
面白そうと感じたから

沿革
昭和 （ ）年 月 京都府立峰山工業学校 機械科設置
昭和 （ ）年 月 京都府立峰山高等学校と統合

普通課程と工業課程を設置
平成 年（ ） 学科改変により機械化を機械システム化へ改称
平成 年（ ） 学科改変により機械システム化を産業工学科

へ改称
令和 年（ ） 機械創造科へ学科改変
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峰山高校での学び

・旋盤、フライス盤などを用いた金属加工方法
・各種溶接
・

取得資格
ジュニアマイスター シルバー

・技能検定 級 機械加工
・計算技術検定
・機械製図検定
・初級 検定
・情報技術検定

福井工業大学での学び

大学入学前の不安
講義内容を理解できるか

解消！！ ・知らないを前提にした基礎的な内容から教えてくれた
・少人数だからこそ 人 人に丁寧に指導してくれた
・教えあいが活発に行われ、相互理解できた

卒業研究
研究題目： 解析法を用いた ゲル線量計の線量評価研究

放射線照射により赤色に変化する
ゲル線量計を対象に、空間線量を可視化
するためのシステムを構築する

測定システム 測定結果

将来の目標

内定先：（有）渡辺鉄工
事業内容：工場のラインを自動化するための機械設計、製造
作業内容：設計、加工、溶接、組み立て

目標：オールラウンダー

・設計から組み立てまでの工程を 人で行える人材
・お客様からの要望を聞いて商品を提案できる設計者
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For all the students～すべての学生生徒のために

福岡工業大学工学部電気工学科
高城凜

大学で役に立った工業高校での学び

Copyright© Fukuoka Institute of Technology

For all the students～すべての学生生徒のために

■ 所属大学と自己紹介

Copyright© Fukuoka Institute of Technology

2

・数学、物理学を基礎とし専門分野に活用
力学、解析学、線形代数学
電気基礎学、電気エネルギーシステム工学、情報制御工学

・研究室では超電導分野について研究
超電導の特性や、実験機器の取り扱い方

・学生FD団体（FIT-join）に所属
新入生オリエンテーションや
学生アンケートなどの企画・運営

福岡工業大学

工学部

情報工学部

社会環境学部

電気工学科、電子情報工学科、生命環境化学科、知能機械工学科

情報工学科、情報通信工学科、情報システム工学科、情報マネジメント学科

社会環境学科

教・職・学の三位一体で
教育の改善・向上の
取り組みを行う学生団体

詳しくはこちら☛

FIT-joinとは？

For all the students～すべての学生生徒のために

■

福岡県立 三池工業高等学校

・就職率28年連続100%（令和5年度時点）
・資格取得にも力を入れている
・在学中に電気工事士（国家資格）を取得

大学への進学理由
・高校では求人から選ぶ形 ⇒ 就職の幅・選択肢を広げたい
・コロナ禍 ⇒ 就職することに不安
・大学で多様な価値観を持つ人との出会いを期待 ⇒ 人生経験として重要と考えた

出身高校紹介と大学への進学理由

Copyright© Fukuoka Institute of Technology

3

エネルギー系

メカトロ二クス系

社会基盤系

電気科

電子機械科、情報電子科

土木科、工業化学科

三池工業高校HPより
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For all the students～すべての学生生徒のために

■ 大学で役に立った工業高校の学び①

Copyright© Fukuoka Institute of Technology

4

１．実験
実験の方法や測定器の取り扱い方、レポートの書き方

⇒大学の実験の中での回路の配線や実験の進め方

２．部活動
電気系工作部：エコデンカー、ソーラーボートの製作
手元の技術や性能向上のための工夫・アイデア

⇒細かい作業がスムーズにでき、より良い性能の車を製作できた

For all the students～すべての学生生徒のために

■ 大学で役に立った工業高校の学び②

Copyright© Fukuoka Institute of Technology

5

３．資格勉強
取得に向けた勉強で分からないところは、友人とお互いに教え合い乗り越えた
⇒教え合いの大切さ

⇒微分・積分など工業高校では深く習わない分野は教えてもらい、専門科目などの得意な
分野は教えることでお互いの知識を深めることができた

～まとめ～
実験や細かい作業を高校生時代に経験 ⇒ 円滑な作業に繋がった
工業高校で身に付けた専門知識 ⇒ 共有することで自身の更なる理解

大学進学理由に対して … 就職の幅 ⇒ 業種・職種が自由に選択できる
学生団体での経験 ⇒ 意見の衝突

⇒ 相手の立場からも考える

For all the students～すべての学生生徒のために

■ 将来

Copyright© Fukuoka Institute of Technology

6

大学院進学：学部の時よりも主体的に研究を行う
⇒ 社会人でも役に立つスキルが身に付く

・研究面
研究分野に対しての理解を深め、専門知識をつけていきたい

・資格
電気主任技術者などの資格に挑戦し、就職活動やその後の強み
として活かしたい

・課外活動
学生FD団体での活動も続け、自身のスキルの更なる向上や
大学の教育改善につなげていきたい

例：課題解決力、情報収集力、英語力
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©©  HHookkkkaaiiddoo  UUnniivveerrssiittyy  ooff  SScciieennccee    AAllll  RRiigghhttss  RReesseerrvveedd..

工業高校の基礎から大学工学部の実践と理論の学びへ
～工業高校教員を目指して～

工学部 機械工学科 年
機械力学研究室
生体・機械システム研究室
中型ヒューマノイドロボット製作プロジェクト
ラグビーフットボール部

北海道旭川市出身
北海道旭川工業高等学校卒業

栗谷川 宙

所属

氏名

出身学校

2©©  HHookkkkaaiiddoo  UUnniivveerrssiittyy  ooff  SScciieennccee    AAllll  RRiigghhttss  RReesseerrvveedd..

大学紹介

• 北海道札幌市手稲区

• 工学部、薬学部、保健医療学部、未来デザイン学部

• 機械工学科、情報工学科、電気電子工学科、建築学科、都市環
境学科など13学科

• スローガン：

• 大学での学び

機械力学や機械材料などに関する講義を通して理論を学び、実
習を通して材料の加工方法などの技術を学びました。

先進モビリティ、人間工学、医療分野などの多面的視点で、人と
環境にやさしい「ものづくり」を担うエンジニアを育成することを目
標としています。

• 夢プロジェクト（学生活動）

学生が自主的に自由な発想によってプロジェクトを企画・立案し
審査の結果、採択されたプロジェクトは大学の資金を使って活動
することができます。

3©©  HHookkkkaaiiddoo  UUnniivveerrssiittyy  ooff  SScciieennccee    AAllll  RRiigghhttss  RReesseerrvveedd..

工業高校紹介と進学理由

• 旭川工業高等学校

工業化学科、建築科、土木科、電気科、情報技術科、電子機械科の6つの科

校訓：信頼される人になれ

• 工業高校への進学理由

小さいときからものづくりや手を動かして作業をすることがすきだったから

ロボットに興味があったから

• 大学への進学理由

かなえたい夢があったから

工学をもっと深く学んでみたいと思ったから

ものづくりが好きだったから
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4©©  HHookkkkaaiiddoo  UUnniivveerrssiittyy  ooff  SScciieennccee    AAllll  RRiigghhttss  RReesseerrvveedd..

工業高校時代に学んだこと

• 旋盤、溶接、フライスなどの機械加工の基礎

ダンベルの製作、Vブロックの製作を行った。

• 課題研究

原動機付自動車の再生プロジェクト

学校内の案内看板の製作

• ラグビー部での活動

高校時代からラグビーをはじめ、仲間とともに
全道大会に出場

5©©  HHookkkkaaiiddoo  UUnniivveerrssiittyy  ooff  SScciieennccee    AAllll  RRiigghhttss  RReesseerrvveedd..

大学での学びに役立ったこと

• 旋盤を使用した実験機器の製作

インホイールモータのケースの製作を旋盤を使用して製作

• 他学科の研究に対する技術協力

診療放射線学科の研究における、心臓ファントムの内部に
入れるための部品を3Dプリンタで製作

• 工大サミット参加

第6回工大サミットに参加し、

障害物競争の部門で優勝しました。

6©©  HHookkkkaaiiddoo  UUnniivveerrssiittyy  ooff  SScciieennccee    AAllll  RRiigghhttss  RReesseerrvveedd..

将来の夢

• 工業在学時の夢

工工業業高高校校のの専専門門教教科科のの教教員員ににななるるこことと

→令和7年度北海道公立学校教員採用候補者選考検査 登録

• 現在の夢

生生徒徒とと共共にに人人ととししてて、、教教員員ととししてて成成長長すするるここととががででききるる人人間間ににななるるこことと

北北海海道道のの工工業業をを支支ええるるここととががででききるる人人材材のの育育成成をを行行ううここととががででききるるよよううなな教教員員ににななるるこことと
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テーマB

分科会

工業教育の質保証

40



学部学科横断型教育 理工系女性教育プログラムの目的

研究者・高度技術者の育成学部

理工系女性キャリア育成（産学連携含む）

キャリア・就職支援

全学共通基盤教育
専門分野教育（学科・コース） 大学院

就職
（企業・公務員等）

理工系女性教育プログラム

入学者

----  教育プログラムの必要性 ----

・・大学進学者の多様化への対応
・・中学/高校の理工系進学者の推進

･･高高校校生生のの大大学学学学部部選選択択時時のの理理工工系系専専攻攻

のの割割合合はは女女性性７７％％  ((男男性性2288%%))  
･･中中高高のの理理系系女女子子層層のの拡拡充充のの推推進進

((文文部部科科学学省省))

・・少子高齢化が進み、女性の社会へ
の進出の拡大に大きな期待
･･女女性性目目線線ででのの就就業業のの展展開開
･･女女性性ののリリエエンンププロロイイメメンントトのの増増加加

・・リーダーシップを取りつつ技術革新
を牽引する女性人材の育成

工学部・情報学部 対象

教育･学修

ＫＫＡＡＩＩＴＴ 理理工工系系女女性性教教育育･･育育成成ののビビジジョョンン

次世代社会を見据えた理工系女性教育

科学技術振興機構 (JST)
令和６年度女子中高生の理系進路選択支援プログラムに採択

｢女子学生のための神奈川テクノフューチャープログラム：科学で夢を形
に｣
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科学技術振興機構 (JST)
令和６年度女子中高生の理系進路選択支援プログラムに採択

｢女子学生のための神奈川テクノフューチャープログラム：科学で夢を
形に｣

理工系女性教育と地域・教育機関との関わり

大学生による小中高生への教育支援活動
「理工系教育支援プロジェクト」

中学生

厚木市 神奈川県教育委員会

・

本教育プログラム修了者には、修了証を授与します

1年次 キャリア講座 2年次 プロジェクト講座 3年次 スキルアップ講座

実践型学修講座

1年次 キャリア講座

理工系キャリア開発

将来、技術社会で専門職務を牽引する役割を担う女性人
材育成を強化することを狙いとし、理工系女性教育プログ
ラムの入り口にあたる必修科目

技術社会の理解、女性キャリア職の現状と将来像、ジェ
ンダーとワークライフバランス、キャリアプラン設計等に
ついて、基本を学んだ上で、その後の教育プログラムの各
科目へつなげていく導入科目
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企業内で事業展開を進める上で必要な課題の発見と、課題解
決に向けての施策の提案や新たな実施案の提案等を企業技術者
や学外地域関係者、教職員と意見交換しつつ、学生間でグルー
プワーク活動を進めながら提案型課題解決を進める学修を行う
科目

大学前の学修から、自分が大学で学んでいる立ち位置を経て
将来社会につなげていく背景を再認識し、現在の学ぶ姿勢に加
え、自らの意識高揚と主体的実行力を身に付けることを目標に、
実践型の教育支援を行う科目

小･中･高の教育機関や地域社会を対象として魅力的な理工系
教育･実験実習教育等の支援活動を展開し自らも成長する

1年次 キャリア講座 2年次 プロジェクト講座 3年次 スキルアップ講座

実践型学修講座

２年次 プロジェクト講座

企業における課題解決プロジェクト

理工系教育支援プロジェクト

３年次 スキルアップ講座

ビジネスリーダーシップスキル

研究リーダーシップスキル

企企業業人人ととししててリリーーダダーー的的役役割割をを担担っってて仕仕事事にに従従事事すするるたためめにに必必
要要ななススキキルルをを理理解解しし、、そそのの基基礎礎をを身身にに付付けけるるききっっかかけけととななるる科科目目
企企業業技技術術者者をを講講師師ととしし、、企企業業ででののリリーーダダーー的的役役割割をを理理解解しし、、必必
要要ななリリーーダダーーシシッッププ力力、、ママネネジジメメンントト力力、、計計画画・・実実行行力力、、ココミミュュニニ
ケケーーシショョンン力力等等のの具具体体的的ななススキキルルのの基基本本をを理理解解しし身身にに付付けけるる

複複数数学学科科混混在在型型ののググルルーーププをを作作成成しし、、専専門門学学科科のの教教員員ののももととでで
研研究究ワワーークク((実実験験・・実実習習・・調調査査等等))をを行行ううとと同同時時ににググルルーーププ内内ででリリーー
ダダーー的的役役割割をを実実体体験験しし、、研研究究活活動動ににおおけけるるリリーーダダ－－シシッッププのの在在りり
方方やや運運用用法法をを学学びび、、同同時時にに研研究究デデザザイインン力力、、ココミミュュニニケケーーシショョンン力力
ややチチーームムワワーークク力力のの向向上上をを図図るるここととをを目目指指すす科科目目

1年次 キャリア講座 2年次 プロジェクト講座 3年次 スキルアップ講座

実践型学修講座

企企業業内内ににけけるる実実際際のの職職場場でで実実践践的的にに業業務務体体験験をを行行うう就就業業
型型イインンタターーンンシシッッププ科科目目ででああるるがが、、業業務務のの体体験験だだけけででななくく、、企企
業業人人ととししててののもものののの見見方方やや考考ええ方方、、社社会会人人ママナナーー、、ココミミュュニニ
ケケーーシショョンン技技法法、、報報告告書書のの制制作作等等、、女女性性技技術術者者ととししててのの企企業業
体体験験をを主主眼眼にに、、女女性性のの目目線線やや立立場場にに立立っったた企企業業就就業業型型イインン
タターーンンシシッッププをを実実施施

1年次 キャリア講座 2年次 プロジェクト講座 3年次 スキルアップ講座

実践型学修講座

２，３年次 実践型学修講座

実践型インターンシップ
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興興味味ののああるるププロロググララムム 女女性性 男男性性 計計

2年年次次：：企企業業ににおおけけるる課課題題解解決決ププロロジジェェククトト 3322 4411 7733

2年年次次：：理理工工系系教教育育支支援援ププロロジジェェククトト 1188 2255 4433

3年年次次：：ビビジジネネススリリーーダダーーシシッッププススキキルル 1155 2244 3399

3年年次次：：研研究究リリーーダダーーシシッッププススキキルル 99 2211 3300

2〜〜3年年次次：：実実践践型型イインンタターーンンシシッッププ 2277 2255 5522

学学科科 履履修修数数

ＭＭ 機機械械工工学学科科 22

ＥＥ 電電気気電電子子情情報報工工学学科科 22

ＣＣ 応応用用化化学学生生物物学学科科 1155

ＩＩ 情情報報工工学学科科 77

ＮＮ 情情報報ﾈﾈｯｯﾄﾄﾜﾜｰーｸｸ･･ｺｺﾐﾐｭｭﾆﾆｹｹｰーｼｼｮｮﾝﾝ学学科科 55

ＤＤ 情情報報メメデディィアア学学科科 2255

ＳＳ 情情報報シシスステテムム学学科科 33

計計 5599

人人数数 割割合合％％

女女性性 5599 4433..44

男男性性 7777 5566..66

計計 113366

１年次生の履修者数 履修者の学科別女性数

高い興味を持つ授業科目 (アンケート調査)

理工系女性教育プログラムの履修状況

女性履修者：授授業業にに期期待待ししてていいるるこことと (アンケート調査)

❏❏ 女女性性ののキキャャリリアア設設計計ににつついいててももっっとと詳詳ししくく知知りりたたいい

❏❏ 社社会会進進出出へへのの不不安安解解消消
❏❏ 将将来来にに対対すするる不不安安がが大大ききいい中中、、社社会会にに出出ててくく上上でで不不安安をを少少ししででもも解解消消ししたたいい
❏❏ 自自分分がが想想像像ししてていいるる未未来来をを実実現現ししてていいけけるる力力ををつつけけらられれるるとと期期待待ししてていいるる
❏❏ ググルルーーププワワーーククややイインンタターーンンシシッッププをを通通ししてて社社会会でで必必要要ととすするるココミミュュニニケケーーシショョンン力力やや

実実践践力力をを身身ににつつけけたたいい
❏❏ 自自分分がが理理工工系系にに進進むむとと思思っってていいなないい人人やや理理系系がが苦苦手手なな人人にに意意外外ととややれればば何何ととかか
ななるるしし楽楽ししくくななっっててくく るるよよとと理理工工系系教教育育支支援援ププロロジジェェククトトににてて自自分分のの経経験験をを伝伝ええたたいい

❏❏ 理理工工系系のの知知識識だだけけででななくく、、社社会会のの一一員員ととししててののあありり方方もも学学べべるる
❏❏ 女女子子のの理理工工系系がが増増ええるるここととをを期期待待ししてていいるる

前前向向ききなな意意見見がが多多いい中中、、将将来来やや就就活活へへのの不不安安解解消消ののたためめとといいうう意意見見もも散散見見さされれ
るる。。「「イインンタターーンンシシッッププにに期期待待」」やや「「女女子子のの理理工工系系をを増増ややししたたいい」」とといいううココメメンントトかからら、、
22年年次次以以降降ののププロロググララムム履履修修にに積積極極的的なな学学生生もも多多いい。。

理工系女性教育プログラム 履修者の意見

男性履修者：授授業業にに期期待待ししてていいるるこことと (アンケート調査)

❏❏ 社社会会ににつついいてて女女性性のの視視点点
❏❏ 男男性性・・女女性性だだけけででななくく、、様様々々なな多多様様ななジジェェンンダダーーをを持持つつ人人等等のの多多様様性性のの社社会会にに向向けけ
たた授授業業

❏❏  女女性性がが理理工工系系にに進進むむここととでで社社会会ががどどうういいっったた動動ききををすするるののかか気気ににななっったた
❏❏ 自自分分がが実実際際にに働働いいたた時時にに女女性性のの働働きき方方ややややりりががいいななどどをを理理解解すするるこことと、、少少しし起起業業
をを考考ええてていいててそそのの時時にに誰誰ももがが働働ききややすすいい会会社社ななどどをを作作りりたたいいののでで歴歴史史ななどど実実際際にに
社社会会でで活活躍躍ししてていいるる人人ががどどののくくららいいいいててどどののくくららいい満満足足度度ががああるるののかかがが気気ににななるる

❏❏ 志志望望すするる分分野野のの女女性性のの消消費費者者をを増増ややすすこことと。。ななぜぜなならら私私がが進進みみたたいい分分野野でではは44550000
万万人人ほほどどのの利利用用者者がが存存在在ううるるがが、、女女性性のの利利用用者者がが半半分分以以下下ののたためめ女女性性のの働働きき手手
ががいいれればばささららにに市市場場規規模模をを増増ややすすここととににつつななががるるとと考考ええたたかからら

❏❏ 女女性性がが働働ききややすすいい社社会会をを作作るるににはは、、ままずず、、男男性性がが知知るるここととがが必必要要だだとと思思うう。。だだかからら
ここそそ基基礎礎かからら実実践践ままでで学学びびたたいいとと思思うう！！

自自分分がが社社会会にに出出たた時時ののここととををイイメメーージジししててのの履履修修やや、、多多様様性性をを理理解解ししたた
いいとといいうう前前向向ききなな意見がが多多い

理工系女性教育プログラム 履修者の意見
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神奈川⼯科⼤学 理⼯系⼥性教育プログラム
専⾨分野において、知識と技術を使いこなし将来の新技術を
創造でき、リーダーシップを取って社会で活躍できる理⼯系
⼥性のスキルとキャリアを育成します

R6-9年度 
神奈川工科大学

が採択

① 理工学系分野での多様な学の機会を提供する（●実験体験 ●ものづくり体験）
② 科学技術に関係する職業や幅広い進路を紹介する（●研究機関見学 ●企業見学）
③ 多様な理工系分野のロールモデルを提示する（●後援会・座談会 ● サイエンスカフェ）
④ 教員・保護者の理系進路選択への理解を促す（●セミナー ● 座談会 ●相談会 など）
⑤ 多様なコンテンツを作成し、発信する（●デジタルコンテンツ ●ロールモデル集 ●成果報告書）

出典：国立研究開発法人 科学技術振興機構 次世代人材育成事業WEBサイト（https://www.jst.go.jp/cpse/jyoshi/index.html）

女子中 択 援
令和 年度実

令令和和 年年度度 令令和和 年年度度採採択択

4

令和 年度採択
一 専

奈 女子大学

奈川工 大学

北九州市 大学

山 大学

佐 大学

大学

令和 年度採択
八戸工 大学

城大学

埼 大学

女子大学

岐 大学

川大学

専

大分大学

宮崎大学

大学

『『 女女子子学学生生ののたためめのの神神奈奈川川テテククノノ フフュューーチチャャーーププロロググララムム：： 科科学学でで夢夢をを形形にに』』   

　　 　　 　　 実実施施責責任任者者：： 神神奈奈川川工工科科大大学学学学長長　　 小小宮宮  一一三三  

　　 　　 　　 実実施施主主担担当当者者：： 応応用用化化学学生生物物学学科科教教授授　　 小小池池  ああゆゆみみ  

活動について
公式noteで発信中
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工業高校における
STEAM教育について

神神奈奈川川県県立立神神奈奈川川工工業業高高等等学学校校
総総括括教教諭諭
川川上上 悟悟史史（（カカワワカカミミ ササトトシシ））

第７回工大サミット
分科会B「工業教育の質保証」

発表資料

1

１ 工業教育の質保証
第７回工大サミット 分科会B「工業教育の質保証」 発表資料

教育目標 教育課程 評価

フィードバック

グラデュエーション
ポリシー

カリキュラム
ポリシー

魅力と特色ある
県立高校づくり
についての
アンケート等

特にこの２つは
キャッチ―にする

神奈川県では４年に１度大きな見直しを行う

2
神奈川県立

神奈川工業高等学校
Kanagawa Technical Senior High School

第７回工大サミット 分科会B「工業教育の質保証」 発表資料

技技能能職職技技術術職職研研究究・・開開発発職職

施施工工管管理理技技術術者者
設設計計士士
ＩＩＴＴ技技術術者者

研研究究者者
建建築築士士
デデザザイイナナーー

現現場場監監督督等等
((テテククノノロロジジスストト))

普普通通高高校校
職職業業技技術術校校

工工業業高高校校
専専修修学学校校

大大学学・・大大学学院院

研研究究者者
((エエンンジジニニアア))

職職人人
((テテククニニシシャャンン))
組組立立工工
大大工工
電電気気工工事事士士

１ 工業教育の質保証
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3

２ 神奈川県立神奈川工業高校

教教育育目目標標（（ググララデデュュエエーーシショョンン・・ポポリリシシーー））
◎◎目目指指すす生生徒徒像像
来来たたるる国国際際社社会会・・超超ススママーートト社社会会でで活活躍躍ででききるる

『『次次世世代代テテククノノロロジジスストト』』
〇〇卒卒業業ままででにに身身にに付付けけささせせたたいい力力

『『創創造造的的なな問問題題発発見見・・解解決決能能力力』』

第７回工大サミット 分科会B「工業教育の質保証」 発表資料

課題解決型
人材

4

２ 神奈川県立神奈川工業高校

『『創創造造的的なな問問題題発発見見・・解解決決能能力力』』ととはは？？？？
以以下下のの４４つつのの力力かからら成成りりまますす。。
１１ 理理数数基基礎礎力力（（MM））

２２ IIooTT、、ロロボボッットト、、AAII及及びびビビッッググデデーータタななどどのの先先端端技技
術術活活用用力力（（SS＆＆TT））

３３ 工工業業((工工学学))にに関関すするる知知識識とと技技術術のの活活用用力力（（AA＆＆EE））
４４ ググロローーババルルココミミュュニニケケーーシショョンン能能力力（（EE））

第７回工大サミット 分科会B「工業教育の質保証」 発表資料

5

２ 神奈川県立神奈川工業高校

教教育育課課程程（（カカリリキキュュララムム・・ポポリリシシーー））
４４つつのの力力をを育育成成すするる教教育育がが・・・・・・
工工業業教教育育にに基基づづいいたた本本校校独独自自ののSSTTEEAAMM教教育育

『『神神工工SSTTEEAAMM教教育育』』

第７回工大サミット 分科会B「工業教育の質保証」 発表資料

神奈川県立

神奈川工業高等学校
Kanagawa Technical Senior High School
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6

●●神神奈奈川川県県立立高高校校指指定定校校事事業業

ＳＳＴＴＥＥＡＡＭＭ教教育育研研究究推推進進校校
((令令和和４４年年度度～～令令和和６６年年度度))

神神奈奈川川県県内内５５校校がが指指定定さされれたた

((神神奈奈川川工工業業、、光光陵陵、、横横須須賀賀、、秦秦野野、、相相模模原原弥弥栄栄))

※※神神工工SSTTEEAAMM教教育育はは、、令令和和２２年年度度よよりり実実施施 神奈川県立

神奈川工業高等学校
Kanagawa Technical Senior High School

第７回工大サミット 分科会B「工業教育の質保証」 発表資料

２ 神奈川県立神奈川工業高校

7

 進学 １００名

 就職 １９６名

 その他 ８名

33％
進学

６４％
就職

3％
その他

図 卒業生の進路先

進学 就職 その他

神奈川県立

神奈川工業高等学校
Kanagawa Technical Senior High School

２ 神奈川県立神奈川工業高校

〇令和５年度 卒業生３０４名

将来のエンジニア等

将来のテクノロジスト等

評評価価１１

8

３ 神工ＳＴＥＡＭ教育

【【東東京京学学芸芸大大学学大大谷谷先先生生提提唱唱 SSTTEEAAMM教教育育ののすすすすめめよよりり】】
 要要件件１１ 実実社社会会・・実実生生活活にに自自らら関関わわりり、、社社会会実実現現（（実実装装））をを目目指指すす
 要要件件２２ 問問題題解解決決にに向向けけてて「「あありりたたいい姿姿」」をを見見出出しし「「ああるるべべきき姿姿」」をを描描くく
 要要件件３３ 問問題題をを見見出出しし、、そそのの問問題題のの原原因因をを分分析析しし、、課課題題をを設設定定しし、、そそのの課課題題をを解解

決決すするる。。
 要要件件４４ 「「探探究究」」とと「「創創造造」」をを往往還還すするる試試行行錯錯誤誤をを通通ししてて問問題題をを解解決決すするる。。
 要要件件５５ ＳＳ・・ＴＴ・・ＥＥ・・ＡＡ・・ＭＭのの複複数数のの領領域域にに横横断断的的・・総総合合的的にに取取りり組組むむ

神神工工SSTTEEAAMM教教育育５５つつ要要件件
要要件件１１ 社社会会にに開開かかれれたた教教育育課課程程のの実実践践
要要件件２２ 自自分分自自身身ののwweellll  bbeeiinngg（（幸幸福福））

かからら発発展展ししたた社社会会全全体体ののwweellll  bbeeiinnggをを考考ええるる
要要件件３３ 実実装装すするるここととがが重重要要ででああるる
要要件件４４ 探探究究的的なな学学習習とと創創造造的的なな学学習習のの往往還還ささせせるる
要要件件５５ 教教科科等等横横断断的的なな学学習習のの実実践践

課題研究改革

教科等横断的な学習

コンソーシアム事業
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9

本本校校課課題題研研究究のの流流れれ((22年年生生11単単位位、、３３年年生生３３単単位位))

SSTTEEAAMM教教育育ににおおけけるる探探究究活活動動ののププロロセセスス

①「私のありたい姿」
②「我々のありたい姿」
③現状の認識
④問題の特定
⑤問題の原因の探求

⑥課題の設定

⑦課題の解決（実装）

問
題
発
見

課
題
設
定
課
題
解
決

探
究
的
な
活
動

創
造
的
な
活
動

S
T
E
A
M

教
育
に
お
け
る
探
究
活
動

往往
還還
すす
るる
事事
がが
重重
要要

22年年生生でで
実実施施

３３年年生生でで
実実施施

３ー１ 課題研究改革

RReeBBaaLLee

55．．創創るる
⑥課題の設定
⑦課題の解決（実装）
新しいアイデアを具体化する

新たな
社会
システム

ⅠⅠ．．リリババーーススデデザザイインン（（RReevveerrsseeDDeessiiggnn）） ⅡⅡ．．リリデデザザイインン（（RReeDDeessiiggnn））

３年１学期 ３年２・３学期

新たなアイデア・仕組み転用

11..タターー
ゲゲッットトのの
決決定定

22．．ばばららすす
③③現現状状のの認認識識
「仕組み」「機
能」「特徴」を
分解する

33．．わわかかるる
③③現現状状のの認認識識
他の製品やサー
ビスとの共通要
素を知る

44．．ままねねぶぶ
④問題の特定
⑤原因の探究
アイデアの種を
発想する

既存の仕組みの中の良いアイデア・要素技術

この間での成果物 この間での成果物

ゲゲスストトススピピーーカカーー

ゲゲスストトススピピーーカカーー

この間での成果物

２年３学期

「ReBaLe」を活用【富士通総研×大阪工業大学が共同開発】
 Reverse & Redesign Based‐Learning
 アイデア創出・アクティブラーニングの新たな手法

３ー１ 課題研究改革

22年年生生でで実実施施 ３３年年生生でで実実施施

11

３ー２ コンソーシアム事業

次次世世代代モモビビリリテティィエエンンジジにに育育成成ココンンソソーーシシアアムム((機機械械科科))

次次世世代代建建築築リリーーダダーー育育成成ココンンソソーーシシアアムム（（建建設設科科））

かかななががわわPP--TTEECCHHココンンソソーーシシアアムム（（電電気気科科））

検検討討中中（（デデザザイインン科科））
神奈川県立

神奈川工業高等学校
Kanagawa Technical Senior High School

第７回工大サミット 分科会B「工業教育の質保証」
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３ー２ コンソーシアム事業（一例）

テクノロジスト

生徒・学生
年次

高校1年生
（1年次）

高校2年生
（2年次）

高校3年生
（3年次）

専門学校１年生
（４年次）

専門学校2年生
（5年次）

専門学校３年生
（６年次）

専門学校４年生
（７年次）

成長段階
興味・視野
を広げる。

技術を通し
て自己を見
つめる。

進路を選択
する。

専門性を磨く。
実践経験を積む。

社会の課題に技
術をもって挑む。

検討中 検討中

対象生徒 建設科 建築監督科

プログラム

現場見学 メンタリング

インターンシップ

ママイインンドドセセッットトのの醸醸成成
EExxppoossuurree
((実実感感経経験験))

１学期講座

２学期講座

３学期講座

ススキキルルセセッットトのの醸醸成成
AApppplliiccaattiioonn
((実実践践経経験験))

講座 講座 講座 講座

３ー２ コンソーシアム事業（一例）

現場見学

１学期講座

２学期講座

３学期講座

高校、上級学校・企業が一丸となって生徒・学生を育てる。（エコシステム）

特にこれが重要！！

14

教教科科等等横横断断ととはは
探探究究 ⇔⇔ 創創造造

社社会会科科

調調べべるる 整整理理すするる

分分析析すするる

探探究究

家家庭庭科科

計計画画すするる 評評価価すするる

実実践践すするる

創創造造

往往還還すするる
探探究究にによよりり創創造造ししたたいい気気持持ちちをを高高めめるる。。
創創造造にによよりり探探究究ししたたいい気気持持ちちをを高高めめるる。。

神奈川県立

神奈川工業高等学校
Kanagawa Technical Senior High School

４ 今後の展望（教科等横断の学習）

50

分科会
テーマB

学長パネル
ディスカッション基調講演

分科会
テーマA



静岡県立浜松城北工業高等学校

マイスター・ハイスクールとしての取組
～浜松型ロボティクス・デジタル人材の育成～

第 回工大サミット分科会 「工業教育の質保証」

校長 寺田 弘隆

静岡県立浜松城北工業高等学校

目次

１ 浜松城北工業高等学校について

マイスター・ハイスクール事業の取組
工業教育の質保証
浜松型ロボティクス・デジタル人材の育成
成果と課題 ～工業教育の質保証に向けて～

浜松市公式ホームページより

１ 浜松城北工業高等学校について

静岡県

本校の使命

浜松地域のものづくり産業を支えるエンジニア育成

所在地 歴史

明治 年 静岡県浜名郡蚕業学校 創立

浜松駅から北へ約

浜松市
昭和 年 浜松農業高等学校 に

農業機械コース、農業土木コース
を設置（開校元年）

昭和 年 浜松農工高等学校 と改称

昭和 年 浜松城北工業高等学校 独立

開校 年

２万人超の卒業生

浜松ホトニクス

51

分科会
テーマB

学長パネル
ディスカッション基調講演

分科会
テーマA



マイスター・ハイスクール事業の取組（以後 事業）
工業教育の質保証

① 教育内容
・スクールミッション（目的・目標）につながる工業教育
・地域産業の持続的な成長を牽引する最先端の職業人材の育成
『浜松型ロボティクス・デジタル人材の育成』

② 評価
・教育実践によって目的、目標が達成できているかの評価
・内部評価（ 取組実施状況、生徒の変容などの評価）
・外部評価（ 運営委員会、 事業推進委員会などの評価）
☆企業、行政、県教委、文科省からの意見、指摘など
☆ サイクルを回し続ける

② 【浜松市の抱える課題】『高齢化等による労働人口減少』
・第 期はままつ産業イノベーション構想「ロボティクスのまち浜松」

浜松型ロボティクス・デジタル人材の育成

③ 【地元企業が抱える課題】『製造業における深刻な人材不足』
・高いスキルをデジタル化で作業を平準化、デジタル技術人材の育成

① 【本校の最重要課題】
・入学者選抜の志願者が定員に満たない『定員割れ』
・本校の使命が果たせない『存在意義の消失』

地域と学校の課題解決の方向性が一致

学校の魅力化

☆マイスター・ハイスクール事業の特徴
・地域の構想、要望が起点 ⇒ 学校が応える形で事業に取り組む
・企業人（ ，産業実務家教員）の配置

浜松型ロボティクス・デジタル人材の育成

文部科学省マイスター・ハイスクール事業の申請（令和 年度）

地域と学校の課題解決の方向性が一致

・ヤマハ発動機、浜松市、県教委、本校による協議

マイスター・ハイスクール事業の指定（令和 ･ ･ 年度）

工業教育の質保証
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やらまいか精神を取り入れた浜松型デジタル人材の育成

プロジェクト～社会で活躍できるスペシャリストの育成～

☆研究理念「やらまいか精神」＝生徒の主体性を育む

☆ロボティクス人材の定義

『ロボットを作れる、ロボットを使える、ロボットで課題解決できる人材』

☆浜松地域のロボティクス・デジタル人材育成の
エコシステム （持続可能な循環システム）を研究開発

工業教育の質保証

静岡県立浜松城北工業高等学校 研究テーマ

8/20

年度Ｍ 事業 – 戦術図 建付け

9/4

ロボットを作れる、使える

年 ロボ概論 基礎

年 ロボ実習 体験

年 課題研究
ロボテーマ 探究

産業人財

ロボットで課題解決できる

産業見学・オンライン海外 導入

海外 国内事前学習 現場

海外インターン
シップ 現地

産業人財

裾野を広げる活動

各科連携 各活動にちりばめる
日体験入学 – ミニ四駆 中学生 保護者
城北 スライド、パンフレット、動画 一般

活動基盤
の構築
業務改善

浜松型デジタル人財 の恩恵を城北に
カレンダー、 チャット、文書事務、朝打ち議事、 サイネージ

エコシステム＝組織の活性化＝居心地の良い学校 ビジョン達成の為に、
主体的・自発的に協働、モチベーションが高い、コミュニケーションの循環
会議室、職員室等々を に改装

校
外
へ

発
信

成果発表会
ロボットアイディア甲子園
ふじのくに実学チャレンジ

各種メディア

タイムズ 特別授業 気づき

R6 第第1回回MH運運営営委委員員会会
2024/06/20

浜松みらい塾→

←イルミュージアム

① ②

③

⑤

④
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事業の目的と３つの目標及びその実践内容 年度

・「学校 」動画制作
・「学校案内パンフレット」改新
・「高卒就職の魅力」
パンフレット＆動画制作

・ 日体験入学「ミニ四駆」実施
・校内広報
「デジタルサイネージ」

多くの中学生が入学している
【入学広報】

・企業紹介企画「 タイムズ」
・企業講話「浜松みらい塾」
・企業からの「人材」の提供
・企業からの「体験」の提供
・企業からの「物資」の提供

地元企業が学校現場へ参入している

【企業参画】

目的達成のための３つの目標

地域の産業人材育成の「エコシステム」構築～ロボティクス・デジタル人材の育成～
【スクールミッション】

浜松地域に根差した工業高校として、地元企業との連携した教育を通して、社会で活躍できる
スペシャリストの育成を目指す。

目
的

・１年生「ロボティクス概論」
・２年生「ロボティクス実習」
・ 年生「各科連携ロボットテーマ

課題研究」
・ 「海外インターンシップ」
・ 科連携「イルミュージアム」
・グランド整備車開発
・「ロボットアイディア甲子園」参加
・「国際ロボット展」見学

時代に合った生徒を育成する
【生徒育成】

① ② ③

マイスター・ハイスクール事業の取組
成果

① 入学広報（本校の魅力発信）
・中学生ミニ四駆体験、出前授業・学校紹介冊子・
学校 動画の刷新、クリスマスイベントなど

② 企業参画
・多くの企業の協力で生徒は最先端の知識と技術を学ぶことができた

③ 人材育成
・学校設定科目、課題研究、 海外研修、国際ロボット展などに多くの生徒が参加

④ 事業成果発表会
・生徒が体験した活動を学校全体で共有し、関係機関へ報告するために実施した
・全校生徒が参加した大ホールでの体験発表は、楽しく、イベント感にあふれた

事業成果発表会（ ）

マイスター・ハイスクール事業の取組
成果

⑤ 生徒の体験記から
・従来の学校生活では得ることができない学びや

機会を体験した

・チームを先導することでリーダーシップを得た

・ 「やらまいか」の気持ちでチャレンジ精神を得た

・多くの方々と接しコミュニケーション能力が身についた

・ 海外インターシップで海外への興味が高まった

・ 事業に取り組んだ生徒全員が多くのものを学び、そして成長した

さんフェアとちぎ 成果発表（ ）
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⑥ 業務改善（教職員の変化）

☆教職員が企業の仕事の手法を業務に取り入れるようになった

【会議時間の短縮】

・目的・目標の明示、合意形成、会議はタブレット・ 活用など

【分掌と運営委員会の双方向のつながり強化・職員会議の活性化】

・個々の意見やアイディアは分掌を通して提案する

・若手教員がミドルリーダーを通して意見を提案できる環境が整った

【効率的な情報共有】←普通科と工業科の職員室が別々で情報共有が非効率

・会議室及び普通科職員室に学年部の島、フリースペースを新設

・ の活用による迅速な情報共有

学校改善の取組

① 生徒
・個々のロボット学習の参加人数が限定されている
・生徒全員がロボット学習に参加しているとの実感が持てていない

工業教育の
質保証

課題

② 保護者
・実際にやっていることがわからない。子供に聞いてもわからない

③ 生徒の変容分析（何ができるようなったか・主体性）など
・数値化が難しい

⑤ 令和 年度からの持続可能な自走化
・企業との連携体制、経費確保、校内組織の構築など

④ 教員
・学校全体の取組、教員自身の主体性が十分ではない

ご清聴ありがとうございました
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東京都立工業高等学校長会

第 回 工大サミット

〇 国際競争力の強化に向けて各産業における の推進などが社会的な課題となっている。

〇 社会の変化にも対応できる技術者の育成が求められている。

〇 社会の課題に向き合い、創意工夫により課題の解決や価値の創出に貢献する人材の育成

〇 工業高校には、企業・高等教育機関・研究機関等との連携し、考える力と学び続ける力の育成が重要

このような人材を育成していくための工業高校の姿を示すこと

第 回 工大サミット
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第 回 工大サミット

第 回 工大サミット

第 回 工大サミット
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第 回 工大サミット

第 回 工大サミット

第 回 工大サミット

58

分科会
テーマB

学長パネル
ディスカッション基調講演

分科会
テーマA



第 回 工大サミット

第 回 工大サミット

第 回 工大サミット
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第 回 工大サミット

第 回 工大サミット

第 回 工大サミット
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工大サミット分科会
令和 年 月 日

工科系総合大学としての質保証
～本学の取組み事例～ 福井工業大学

辻󠄀󠄀󠄀 典央

福井工大の防災・減災・復興の取り組み工学部の単科大学から 学部化の変遷（工学部のみの単科大学時：平成 ～ 年）

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

入学者数
女子入学者数
女子比率
入学定員
定員充足率
18歳人口

523
461

379
407

493 464 452
543

3.1% 2.2% 3.2%

7.6% 7.9% 8.4% 9.3%
12.0%

0.0%

5.0%

10.0%
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20.0%

25.0%

30.0%
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平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

本学入学者数、女子学生比率
女子比率 入学者数

デザイン学科新設
学科名称・定員変更
リーマンショック

産業ビジネス学科新設
東日本大震災

建築学科改組
ASEAN事務所開設

平成以降最低 ・旧態依然の教育
・広報活動の不足
・教職員のパワーバランス
・安易な合格ラインの設定
・ 年前後の学生の理科離れ

大学改革を検討も
根拠の乏しい内容により
地域の需要と乖離
改善が見られない状況

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度
入学者数
女子入学者数
女子比率
入学定員
定員充足率
18歳人口

7.2%
10.7% 11.4%

9.7% 10.5% 9.8% 9.8% 9.8%

624

572

607
587

579

612 605

540

0.0%

5.0%

10.0%
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平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

本学入学者数、女子学生比率
女子比率 入学者数

開学50周年
３学部体制 新型コロナウイルス

共通テストスタート
卒業生アンケート開始 アセスメントテスト開始

・多様な学生の受け入れ
・成績だけではない評価の測定
・教員の授業改善
・学生満足度の向上への施策
・女子学生比率の増加
・「地域に選ばれる大学」
・「教職協働」

・数値データや意見交換会
をもとにした大学改革

・学びの成果の可視化
・実施内容・事業の恒常的
な検証

福井工大の防災・減災・復興の取り組み工学部の単科大学から 学部化の変遷（工科系総合大学への発展：平成 ～令和 年） ）
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・基本的な知識

・専門的な知識・技術

・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ、
ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ、ﾁｰﾑﾜｰｸ力

・社会人に対する
心構え、意欲

・課題解決に
取り組むことのできる力

福井工大の防災・減災・復興の取り組み本学の質保証の取り組み（大学「 つのポリシー」の策定）

ディプロマ・ポリシー

福井工大の防災・減災・復興の取り組み本学の質保証の取り組み（教養分野）

• 入学後に数学・英語のテスト
（プレースメントテスト）を実施
• 学びの到達ごとにクラス分けを行い、
相応の教育を実施

入試区分 人数 高校時在籍 人数
附属校 普通科
指定校 工業科
スポーツ推薦 商業科
目的意識 農業科
一般推薦 総合学科
専門・総合学科推薦 他
一般選抜
留学生
他

【 年度入学者の受験区分および高校在籍科】

＋
学習支援室

入試区分 人数 高校時在籍 人数
附属校 普通科
指定校 工業科
スポーツ推薦 商業科
目的意識 農業科
一般推薦 総合学科
専門・総合学科推薦 他
一般選抜
留学生
他

数学 クラス、英語 クラス用意

習熟度に応じた教育・支援

（ 年度前期、工学部 年生の場合）

教育支援ツール の導入

福井工大の防災・減災・復興の取り組み本学の質保証の取り組み（教養・専門分野）
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授業評価アンケート

段階評価

自由記述

受講者全員に実施

福井工大の防災・減災・復興の取り組み本学の質保証の取り組み（教養・専門分野）

学術活動への参加で専門性を高める

口頭発表の様子 ポスター発表の様子

日本コーチング学会 日本陸上競技学会 日本トレーニング科学会

福井工大の防災・減災・復興の取り組み本学の質保証の取り組み（専門分野）

学部生が多く参加
年生での発表者も

専門性を活かした地域、社会への還元 ⇄ 専門性を高める

福井工大の防災・減災・復興の取り組み本学の質保証の取り組み（専門分野）

チャットボット実証実験 雨水活性化プロジェクト

古民家再生 小原 プロジェクト デザインの観点から「まちめぐり」を促進

（福井県勝山市との連携） （福井県坂井市との連携）
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学科連携のプロジェクト（工学×スポーツ）

福井工大の防災・減災・復興の取り組み本学の質保証の取り組み（工科系総合大学だからこそできること）

スポーツ健康科学科（地域活性演習） 機械工学科（ 実践学演習）

クラブ活動による公欠制度

年度からの 学部体制を見据え 年度より制度化
（ 年度にクラブ活動支援センターを開設）

福井工大の防災・減災・復興の取り組み本学の質保証の取り組み（工科系総合大学だからこそできること）

強化指定クラブの公式試合での欠席
→各クラブからの申請を元にクラブ活動支援センターが取りまとめ
→公欠対象者を教員へ通知
→各教員が公欠対応
→公欠課題（授業コンテンツの閲覧、レポートなど）を実施すれば出席扱い

教育を受ける機会の担保

「 」の実施（ 年度～）

課題解決のために必要な
「思考力」「姿勢・態度」「経験」を
可視化するアセスメント

年次と 年時に全員が受検

福井工大の防災・減災・復興の取り組み本学の質保証の取り組み（学生の成長を検証）

ベネッセキャリア社
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卒業生満足度アンケートの実施（回収率：約 ％）

○調査項目
・「学び」の満足度
（教養科目・専門科目・卒業研究）

・大学生活における取組
・英語教育プログラム満足度
・進路に対する満足度
・各種支援体制に対する満足度
・教育・施設等に対する意見

○調査結果公表ページ →
（直近）

福井工大の防災・減災・復興の取り組み本学の質保証の取り組み（学生の満足度を検証）

結果は学長や主要教員へ共有
法人本部に意見・要望を提示

〇 利用個所の拡充

福井 に 箇所、あわら に 箇所増設

全学生のノート による 、 、 、
ポートフォリオの利用環境拡充の基盤を整備

〇 大学 号館トイレリニューアル

内装をリニューアル
女性用トイレにはサブミラーの
ついたパウダースペースと
姿見を設置。

〇 女子学生ラウンジの整備

学園レストランの一部を改装
令和 年 月
「 」を設置。

福井工大の防災・減災・復興の取り組み本学の質保証の取り組み（学生の満足度を検証）

アンケート結果から改善が行われた事例

〇 カリキュラムの変更

より高いレベルの授業を受けたいとの意見から
専門性の高い科目を設置

福井工大の防災・減災・復興の取り組み女子学生満足度向上、女子学生増加にむけた施策

女子学生（ ） 名 →（ ） 名 全学生の ％に上昇してきているが
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